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人

生
の
窓
義;

及
'O~'" 
償 1

i立

7，1 

間
関

O

つ
K
性
¥
貨
を
有
っ
て
ゐ
る
所
の
生
活
の
ご
方
前
な
の
で
あ
ふ
人
E

間
に
特
布
な
働
が
変
化
と
な

っ
て
現
は
れ
て
来
る
の
で
あ
る
が
呉
の
女
化
私
自
然
に
封
!
ケ
て
締
立
な
地
伎
を
苦
々
に
輿
ヘ

な
か
っ
北
な
ら
ば
何
の
役
に
も
立
た
な
い
は
の
と
な
っ
て
了
ふ
し
て
ま
投
入
聞
の
努
力
を
し
，

て
喰
外
界
に
向
は
し
り
る
の
み
で
、
わ
っ
て
自
分
の
本
質
の
向
上
に
向
は
し
め
な
わ
っ

K
ら
ば

誕
の
女
化
は
平
板
控
鹿
な
も
の
と
な
っ
て
了
ふ
・
変
化
作
業
ば
人
が
共
の
中
に
呉
の
我
を
究
め

る
特
に
於
い
て
の
る
真
理
で
あ
1

り
力
あ
る
唱
の
で
あ
み
の
、
だ
。

一
品
日
々
の
締
紳
中
に
白
然
に
対
し
て
新
し
い

生
活
が
起
つ

て
来
る
よ
し
一
五
ふ
乙
と
は
様
々
の
現

象
の
示
す
所
で
何
人
需
品
川
認
せ
か
」
る
を
綜
ぬ
所
で
み
る
が
此
符
の
現
象
を
包
括
し
て

会
澱
ー
に

し
て
之
宏
比
一
而
し
て
兵
の
意
義
を
向
ふ
段
に
な
る
と
凶
日
維
な
問
題
が
生
七

新
ち
し

て

-m
る
の

で
あ
る

い
生
活
は
切
れ
川

に
唯
自
然
仁
添
加
し
ん
仏
唱
の
で
唱
な
け
れ
ば
自
然
を
漸
々
に
作
』
り
上

げ
北
川
も
の
で
唱
な
い
ま
北
川
山
惟
と
か
戚
桁
と
か
一
五
ふ

つ

…
つ
の
精
紳
力
の
成
倒
木

J

で
沙
も
な
い

安
に
余
一
く
紛
に
し
て
み
…
慨
を
処
せ
る
"
も
の

な
の
で

み
る
が
き
う
一
五
ふ
生
活
は
如
何
仁
し
て
吾

殺
に
起
つ

て
来
る
の
で
あ
ら
ラ
わ
此
の
疑
問
を
解
が
う
と
一
五
ふ
に
は
ど
ラ
し
て
恐
縮
紳
生
活

グ
エ
ル
ト
レ
て

I
ン

て
人
間
仁
俊
川
崎
し
文
怯
界
生
活
を
認
め
診
る
を
得
な
い
。

ハノ
h
ド
日
}
北
小
、
内

/
ν
t
t
w
t
イ
山
々

'
h
y

「

h
h
v
U
J

ごス
U
Zノ
k

fJj…;ームよ

を
な
結
果
を
生
中
/
る
の
で
+
め
ら
ま
じ
て
、
海

Jr中
必
と
す

れ
ば
影
響
が
大
畿
仁
庇
〈
行
く
乙
と
が
出
来
る
。
そ
れ
故

、
仁
海
の
争
と
い
ふ
も
の
は
ズ
ヅ
t
f
一
昔
わ
ら
あ
る
の
で
あ

b

~

令

@

山

田

@

曲

v
e

で
ま
し
て
、
太
古
ド
ド
は
、
フ
プ
一
キ
ア
人
が
海
上
を
文
削
し

U

O

@

芯

φ

巴

町

市

ゆ

一
て
必
た
の
で
あ
J

り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
ギ
リ
ジ
ア
人
が
起

〉

e
e

。

。

。

@

@

マ
ゥ
、
カ
ル
タ
ゴ
人
が
組
。
、
ロ

i

y
入
、
が
起
ム
ツ
、
カ
作
タ

てゴ
I
C
H
1

マ
と
の
問
に
、
非
常
な
大
を
な
世
界
的
向
上
初

肢
史
家
の
泰
斗
の
レ
オ
ボ
ル
ド
@
プ
オ
ン
@
ラ
Y

ケ
が
斯
う
一
業
の
字
、
が
起
'hJ
、
ω
品川仁

n
l
マ
の
勝
に
腕
し
柱
。

い
ふ
乙
と
を
古
っ
て
必
'
り
ま
す
ベ
航
海
と
隣
人
間
め
争
闘
ア
ぞ
れ
か
ら
後
、
料
日
く
中
祉
の
一
頃
は
海
事
は
大
仁
忠
ら
れ
、

と
に
一
依
て
人
間
は
後
述
成
熟
す
る
混
入
W
を
持
1
日
泊
ゐ
。
し
是
一
従
っ
て
大
規
模
の
資
日
芸
ぷ
減
収
法
対
中
、
総
て
の
於
の

は
誠
に
能
く
建
縦
し
花
合
一
口
で
み
よ
り
ま
し
て
、
海
は
非
常
に
一
有
様
が
退
必
し
忙
の
で
あ
ん
，
ま
し
た
が
、
中
品
川
の
米

ω

服
史
上
に
大
初
な
意
味
を
有
っ
て
応
t

り
吟
よ
し
て
、
隣
人
間
一
%
第
十
五
世
犯
の
未
わ
ら
、
市
円

d-W
上
の
的
効
が
泌
L
リ

の
争
と
い
ふ
と
と
に
つ
い
て
号
、
隣
人
1
ζ

い
ふ
が
も
の
は
路
一
ま
し
て
、
所
刻
同
地
叩
壮
大
経
日
ル
府
代

ιい
ふ
時
代
に
な
[
り
ま

戸

0

9

6

e

a

A

M

A

甲

山

制

。

@

績
を
で
あ
1

り
ま
す
れ
ば
、
臨
ん
、
土
地
の
沿
抜
し
北
側
の
人
一
し
て
ブ
ボ
ル
ト
だ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
ニ
闘
の
闘
民
が
岱
別

々
で
あ
6
ま
す
が
、
海
で
あ
る
と
数
千
里
を
陥
つ
北
も
の
…
十
六
世
紀
仁
於
て
海
上
に
雄
総
し
な
の
で
あ
よ
ツ
ま
ず
。
り
か
』

伯
、
港
立
仁
隣
人
の
燥
な
閥
係
仁
、
な
っ
て
、
相
互
に
平
和
的
一
れ
か
ら
ζ

の
一
一
凶
民
と
大
仁
競
争
し
て
海
上
に
執
を
宇
つ

号

0

6

4
晶
甲

閥
係
、
万
ハ
は
戦
闘
的
側
係
を
以
て
色
々
影
響
を
胤
ハ
へ
て
民
一
、
北
の
が
オ
一
ア
ン
〆
e
イ
ギ
リ
ス
で
あ
'b
ま
す
。
わ
引

y
ダ

る
の
で
む
か
」
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
世
界
脱
皮
を
能
く
通
覧
は
十
レ
七
世
犯
に
は
海
上
第
一
の
勢
力
を
捺
る
乙
と
仁
な
つ

し
ま
す

ιい
ふ
と
、
悔
の
官
ず
に
関
係
し
大
乙
と
が
一
容
大
花
。
次
い
で
オ
ラ
ン
ダ
と
競
争
し
て
、
第
十
七
世
純
の
・
米

務

-
a

日蒜

5輿

イ
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パ

一
一
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艦
隊
破
滅
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切
に
な
っ
て
、
滋
に
と
れ
に
打
勝
つ
文
の
が
ヴ
ギ
リ
ス
で
あ
の
細
か
い
康
史
的
事
責
の
御
話
4

ど
ず
み
の
で
は
ゐ
ん
ま
せ

b
d
k
g
ナ
。
そ
れ
か
ら
第
十
八
世
紀
仁
於
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
ぬ
。
食
v
d
q

ス
パ
ニ
ア
大
縦
隊
の
破
滅
と
い
ぶ
唱
の
が
、

e
e
e
a
 

激
し
く
海
上
に
競
争
し
北
の
が
プ
一
プ
シ
ス
で
あ
b
ま
ず
。
)
品
長
時
の
歴
史
上
に
ど
う
い
ふ
窓
味
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
ふ

し
か
し
乙
の
競
争
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
訟
に
勝
利
を
牧
め
ま
一
影
響
を
興
ヘ
食
か
と
い
ふ
乙
と
を
、
ザ
ヅ
と
か
誌
を
し
食

し
て
、
第
十
九
世
犯
の
米
ま
で
海
上
仁
…
俊
勢
で
あ
J

り
ま
し
…
ぃ
之
思
び
ま
す
、
併
し
乍
ら
そ
の
意
味
を
か
認
し
す
る
に

・
て
、
従
っ
て
具
の
所
制
る
常
国
介
政
策
は
ロ
ジ
ア
φ

ブ一プ
y

一
は
、
常
時
の
形
勢
を
お
探
し
な
け
れ
ば
御
分
b
に
は
な
。

ス
の
競
争
が
多
少
ゐ
つ
文
け
れ
ど
昔
、
ま
づ
イ
ギ
リ
ス
の
で
ま
せ
ぬ
い
が
ら
、
そ
れ
が

A
設
い
ぐ
行
わ
う
と
思
び
ま
す
。

濁
務
遂
と
い
っ
て
も
よ
ろ
し
い
の
で
あ

b
ま

ず

。

一

(

ご

)

斯
く
の
如
く
、
取
史
上
に
あ
る
大
事
件
、
戦
宗
と
か
同
一
盟
一
世
界
の
迩
命
を
州
伏
す
る
徐
な
大
事
件
に
は
多
く
府
間
引
が
中

と
か
い
ふ
唱
の
を
調
べ
て
見
る
と
、
根
本
紘
潟
、
を
中
必
と
…
必
仁
な
っ
て
ほ
伯
ん
ま
み
に
サ
ヅ
ミ
ス
の
海
戦
、
ぷ
グ
ノ
や

す
る
常
国
介
政
策
に
関
係
が
あ
る
の
で
あ
'
ち
ま
す
。
例
へ
ば
了
八
の
海
戦
、
ア
グ
?
り
'
'
ム
の
海
戦
、
レ
パ

y

ト
の
肉
料
、

七
年
間
涜
伐
と
か
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
轡
水
凶
器
と
か
い
ふ
土
(
乙
れ
は
ト
ル
ゴ
と
イ
ス
ゴ
ァ
@
ベ
ネ
チ
ア
法
王
の
問
慌

の
は
十
八
怯
犯
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
仁
於
て
匙
つ
北
大
一
艦
隊
と
の
戦
)
そ
れ
か
B
h
ア
ル
マ
ダ
破
滅
の
中
必
/
で
あ
る

事
件
で
は
あ
ゐ
が
、
街
ほ
大
を
な
所
か
ら
遼
税
す
る
と
、
一
グ
ブ

i
Jノ
リ
y
の
街
戦
、
ト
ブ
ブ
ァ
ル
が
d
y

の
海
戦
ー
そ

乙
れ
等
は
や
は
・
0
イ
ギ
リ
ス
と
ブ
ラ
シ
ス
と
の
聞
に
起
つ
一
れ
か
ら
最
近
に
於
て
、
日
本
海
の
海
戦
、

ζ

れ
等
以
貨
に

、
文
献
湘
民
政
策
、
邸
サ
り
世
界
の
運
命
を
決
す
る
、
異
の
依
界
一
世
界
の
懇
命
を
決
す
る
様
な
海
賊
J

であ・
0
ま
ず
ー
そ
れ
で

政
策
の
大
衝
突
の
一
局
部
の
現
象
J
‘
凡
て
宜
し
い
の
で
み
~
ア
ル
マ
〆
、
印
も
イ
ス
パ
ニ
ア
の
大
艇
際
の
械
械
は
}
}

b
ま
す
。
そ
れ
で
今
日
は
、
イ
ス
パ
コ
ア
大
艦
隊
破
滅
談
千
五
百
八
十
八
年
ど
月
下
匂
で
ゐ
ら
す
、
す
が
、
と
の
大
艇

と
い
ふ
題
を
川
仰
げ
て
殻
き
ま
し
恥
ん
が
、
此
の
大
艇
隊
破
滅
際
は
何
ん
の
翁
め
に
、
仮
遣
3
れ
た
の
で
あ
る
か
と
、
そ
の

議

波

，、ι、 、，.1'1，..'・町、
← 

識
を
調
べ
て
丸
ま
す
と
、
一
万
来
イ
ス
パ
コ
ア
王
の
プ
ィ
リ
ず
る
に
蚕
つ
な
経
路
念
日
月
き
ず
と
、
始
終
イ
ス
・
7
ム
数
従

ポ
ニ
惟
は
、
自
分
の
局
す
る
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
家
の
勢
力
を
に
封
ず
る
キ
リ
ス
ト
数
徒
の
戦
舎
で
あ
っ
て
、
そ
の
波
間

以
て
、
宇
内
統
一
的
の
桃
カ
を
掠
b
、
刀
人
皆
殺
の
締
結
乎
E
C
?
?り
漸
次
隆
盛
に
な
る
ま
で
一
歩
一
歩
と
宗
教
的
戦
争
に

し
て
新
殺
を
撲
減
し
よ
う
と
い
ふ
嫌
う
い
ふ
運
動
，
で
あ
る
一
依
っ
て
足
る
。
従
っ
て
J
q
ス
パ
コ
ア
人
以
宗
激
必
が
非
常

、
郎
も
二
曾
一
の
意
味
が
ゐ
ウ
サ
ハ
ナ
、
的
弘
政
治
上
滋
仁
白
川
激
一
に
盛
ん
で
あ
る
。

上
の
意
味
の
あ
る
大
事
件
，
で
あ
っ
て
、

ζ

の
ア
ル
マ
〆
破
一
イ
λ

パ
コ
ア
，
が
統
一
し
て
か
ら
、
そ
の
勢
が
旭
日
の
日
介
る

滅
の
戦
役
が
乙
の
恕
勤
の
極
致
で
あ
っ
て
、
之
に
依
て
勝
一
如
く
、
、
た
N
h

に
侵
略
併
苓
の
み
な
ら
歩
、
結
婚
相
糠
等
仁

除
、
が
決
せ
ら
れ
、
問
題
が
解
決
コ
れ
大
の
で
あ
F

つ
ま
ず
。
一
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
の
南
部
の
ナ
ポ
リ
@
γ
チ
リ
ァ
、
そ
れ
h
h
v
一

元
来
イ
ス
パ
コ
ア
tι
い
ふ
閣
は
、
山
市
殺
に
ゆ
相
接
の
関
係
を
一
ら
北
の
ロ
シ
バ
イ
デ
ア
や
、
今
の
オ
プ
Y
ダ
8

ペ
ル
ギ
!
地

持
っ
て
起
つ
花
岡
，
で
あ
J

り
ま
す
。
何
故
か
と
い
ふ
に
、
初
一
方
や
、
と
れ
に
接
近
す
る
プ
テ
y
λ

の
北
部
や
、
ブ
ラ
シ

u
m
イ
ス
パ
コ
ア
松
、
イ
ス
ラ
ム
滋
の
サ
ジ
セ
シ
人
が
攻
入
一
ス
東
部
の
プ
一
プ
ン
γ
ヵ
，
z
J
J
Y
テ
や
、
ド
J
q
y
一
尚
南
の
品
ル

っ
て
、
乙
れ
を
卒
定
し
、
な
ほ
幾
ん
で
今
の
プ
一
y
y
λ

仁
一
ザ
ス
@
H
!
ト
リ
シ
グ
ン
の
一
部
や
、
ま
だ
そ
れ
許

b

g
校
入
し
よ
う
と
し
て
、
ブ
一
ア
ン
グ
の
潟
に
毅
退
京
れ
士
一
・
/
で
な
く
、
1
H
Y
プ
ス
以
来
引
税
い
校
イ
ス
パ
コ
ア
人
の

の
で
あ
る
。
是
は
皆
吉
ん
御
存
b
の
市
す
す
め
'
り
ま
す
、
そ
一
海
上
前
効
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
ぜ
獲
得
し
松
莫
大
の
綴

の
後
此
イ
λ

一
ア
ム
滋
徒
の
支
砲
に
従
は
ぬ
所
の
キ
リ
λ

ト
一
土
が
、
山
山
向
イ
ス
パ
コ
ア
王
怒
川
。
プ
ス
プ
ル
グ
家
の
も
の
と

教
徒
が
起
っ
て
、
彼
等
之
激
戦
し
、
ア
一
ア
プ
ン
、
ヵ
λ

チ
一
・
な
2

り
ま
し
食
。
加
之
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
飯
土
は
皆
同
恕
w
m
H
M
寓

リ
ア
、
レ
オ
ン
、
ァ
λ

ヅ
リ
ア
ス
、
ボ
ル
ト
が
ル
な
ど
Jf-

一
路
な
地
方
で
あ
ゐ
上
に
、
ア
メ
リ
カ
の
飯
止
が
ら
、
銀
が

い
ふ
訪
問
が
勃
興
し
・
ま
し
て
、
口
刊
誌
が
段
々
令
同
し
て
イ
ス
徳
山
に
得
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
採
掘
に
よ
よ
リ
、
ー
す
よ
投
獄
民

パ
一
一
ア

Z
な
l

り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
会
〈
字
島
が
ち
駆
逐
地
貿
易
、
が
政
府
の
専
有
で
あ
っ
食
わ
ら
、
十
六
世
組
の
初

r
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識

に
ィ
ス
パ
コ
ア
は
山
首
闘
強
兵
を
秘
め
花
の
で
あ
J

り
ま
す
。
な
手
段
を
齢
3
況
が
つ
な
。
し
わ
し
と
れ
は
官
時
の
風
潮

砂
削
除
の
兵
制
は
保
氏
ハ
制
度
で
ゐ
1

り
ま
ず
か
ら
、
金
力
が
丘
ハ
が
一
般
に
所
前
る
マ
キ
ァ
ペ
リ
主
義
と
い
っ
て
、
成
る
可

カ
を
意
味
す
る
え
と
は
今
よ
よ
り
川
市
甚
だ
し
い
。
…
則
し
て
金
)
〈
安
力
を
裂
3
?
に
目
的
配
慾
す
る
ζ

と
を
勤
め
る
風
で

カ
の
み
な
ら
合
、
此
対
は
殊
に
イ
λ

パ
ユ
ア
の
勢
，
カ
が
感
一
あ
っ
て
、
絞
殺
徒
の

.R魁
の
エ
リ
ザ
ペ
タ
や
、
へ
vl

リ
闘

に
な
る
い
L

作
れ
、
閥
民
の
元
ム
換
が
盛
で
あ
-
O
設
し
食
、
一
万
一
世
で
号
、

ζ

の
欧
州
に
於
て
除
。
京
一
泊
三
位
五
は
れ
な
い
。

京
の
感
ん
な
時
に
は
名
場
身
土
が
自
然
出
て
・
米
ゆ
弘
の
で
…
プ
ィ
リ
ポ
二
社
H
U
そ
の
風
潮
に
化
せ
ら
れ
um
た
か
ら
で
も
の

御
座
ー
つ
ま
ず
。
コ
れ
ば
大
将
に
は
、
ア
ル
バ
一
公
や
、
ド

Y
1
1り
ま
す
。
、
京
大
宗
教
裁
剣
山
川
に
よ
ウ
新
数
徒
に
桃
川
認
な
治

プ
ア
シ
e
ド
!
ス
ト
リ
ア
や
、
パ
ル
マ
分
以
下
数
多
の
山
氏
綿
一
容
を
加
へ
た
の
は
事
貨
で
あ
よ
ソ
ま
す
が
、
と
れ
は
彼
、
が
惑

疑
傑
が
輩
出
し
、
叉
信
時
の
イ
λ

パ
コ
ア
の
側
兵
ソ
ル
ダ
…
成
の
如
く
河
川
m
O
所
の
紙
数
従
を
天
に
代
っ
て
罰
ー
し
よ
う
と

デ
ス
カ
は
勝
れ
て
版
い
兵
士
で
あ
1

り
設
し
女
。
そ
れ
で
ブ
一
い
ふ
の
で
あ
る
。
た
の
時
代
は
宗
殺
熱
の
非
常
に
高
まJ
つ

イ
リ
ボ
二
怯
l
」
い
ふ
王
は
、
何
彪
迄
弘
自
分
は
蕊
殺
の
畿
一
大
助
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
が
鴻
め
に
情
熱
が
非
常
に
効
い

子
，
で
あ
る
と
考
ヘ
、
叉
自
分
が
宇
内
統
一
の
別
想
念
滋
賀
一
ー
食
時
で
あ

b
す
、
し
校
。

ζ

れ
b
y
u

白
川
数
に
比
較
的
冷
静
な
制
限

ず
べ
を
者
/
で
あ
る
と
応
び
、
二
つ
の
考
を
持
て
足
。
ま
し
一
を
持
っ
て
印
刷
ゐ
今
の
人
が
、
肢
も
に
ブ
イ
リ
ポ
の
性
質
の

犬
。
世
の
脈
史
家
の
中
に
は
ブ
ィ
リ
ポ
二
世
の
事
変
'
飯
山
崎
一
…
残
必
な
読
掠
之
ず
る
の
は
、
問
泣
っ
て
印
刷
る
と
思
い
ま
す
。

に
耐
断
念
ま
に
潟
ふ
人
が
少
く
あ
J

り
ま
せ
ん
。
彼
を
川
崎
mm無
…

(

蕊

)

際
4v-
道
義
必
が
無
い
之
か
、
頒
闘
な
信
仰
、
だ
と
が
巾
し
ま
一
そ
れ
で
プ
ィ
リ
ポ
一
…
川
町
、
似
か
よ
う
に
山
市
殺
熱
v
m
，
で
あ
る
が

あ
っ
て
、
ど
う
し
て

G
M公
平
で
は
あ
ら
ま
せ
ん
。
成
程
プ
て
居
る
モ
ト
ル
入
之
イ
ス
ラ
ム
教
の
雑
穏
の
人
民
や
ユ
ダ

イ
リ
ポ
ニ
祉
は
自
分
の
潔
却
を
貫
く
矯
め
に
、
陰
険
鼻
劣
ヤ
入
を
治
山
出
向
し
て
閥
外
に
放
逐
し
犬
、
然
る
に
彼
等
は
多

凶
問
問

1 

、a、 1

v 

/ 

く
安
楽
に
従
事
し
て
印
刷
る
唱
の
で
あ
る
が
〉
ら
、
そ
の
結
果
コ
入
の
方
が
上
手
で
あ
っ
文
が
、
最
後
の
勝
利
は
惑
に
キ

は
大
に
イ
ス
パ
ニ
ア
終
怖
を
撹
乱
し
大

E
時
献
に
あ
ふ
、
リ
ス
ト
数
同
盟
寧
の
方
に
師
し
ま
し
た
。
此
事
院
は
今
は

ま
花
プ
ィ
リ
ポ
二
世
は
新
教
徒
撲
滅
と
共
に
玉
川
怖
を
機
張
細
か
に
吉
ふ
ζ

と
以
致
し
ま
せ
ぬ
が
、

ζ

の
勝
利
の
影
響

し
ゃ
う
と
駆
制
を
行
っ
た
が
矯
仁
、
今
の
オ
フ
y

〆
@
ベ
ル
は
品
、
だ
大
を
く
御
陵
い
ま
す
。
何
故
な
れ
ば
常
時
ト
ル
コ

ギ

i
及
び
フ
ラ
ン
ス
西
北
部
を
合
ひ
ネ
!
ヂ
ル
J

ア
ン
ド
人
帝
闘
は
海
路
軍
共
に
頗
る
強
く
あ
っ
て
、
効
N

も
す
れ
ば
イ

が
千
八
百
六
十
八
年
に
叙
旅
を
献
し
て
印
刷
I

り
ま
す
。
ダ
リ
ア
に
上
陸
し
て
、

u
I
Y
K
取
ら
¥
商
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

ふ
式
F

りか
r
ら
大
慨
プ
ィ
リ
ポ
二
世
の
時
の
イ
ス
パ
ニ
ア
の
勢
応
答
せ
ん
歩
勢
で
あ
'
h
ノ
、
叉
榔
械
的
行
潟
を
以
て
海
上
に

カ
と
い
ふ
対
も
の
は
、
非
常
に
感
に
な
っ
て
居
F

り
ま
し
て
、
横
行
し
て
居
ゐ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
非
常
に
ζ

れ
に
不

ブ
テ
ン
ス
e
ト
ル
コ
の
戦
争
に
波
b
て
勝
利
を
得
て
、
プ
ラ
〉
安
少
し
戚
b
ま
し
大
。
只
不
安
の
み
な
ら
歩
、
け
か
ら
商
楽
が

シ
サ
〈
か
ら
は
和
様
に
依
て
多
く
の
利
続
安
得
、
ま
し
み
札
。
叉
…
ト
ル
コ
人
の
大
め
に
ま
る
で
破
峨
3
れ
て
仕
舞
ふ
の
で
あ

最
も
イ
ス
パ
ニ
ア
の
勢
力
を
附
け
ま
し
た
の
は
彼
の
千
五
一

b
ま
し
校
。
し
わ
る
に
此
の
レ
パ
シ
ト
の
海
戦
仁
依
て
ト

百
七
十
一
年
十
月
レ
七
日
の
レ
バ
ジ
ト
の
海
戦
で
ト
ル
コ
の
一
ル
コ
の
海
軍
力
が
λ

ヅ
カ
リ
打
懐
古
れ
て
仕
舞
っ
て
、
す
が
、

海
践
を
搬
や
彼
し
が
A

乙
と
で
あ
ん
J

ま
す
が
、
此
海
戦
以
、
ィ
…
う
し
て
え
の
大
打
殻
は
ト
ル
コ
人
の
一
五
条
の
上
に
真
に
大

ス
バ
ニ
ア
が
主
力
で
あ
ん
ま
し
て
、
之
に
ベ
ユ
チ
ア
共
和
一
さ
な
打
授
と
な
っ
て
、
乙
れ
が
ト
ル
コ
の
衰
弱

ι北
原
間

協
と
絵
王
と
の
隊
隊
が
加
っ
て
、
総
司
令
官
以
プ
ィ
リ
ボ
…
の
一
で
あ
る
。
，

の
異
母
弟
に
め
阿
ゐ
ド
y
e
フ
ァ
ン
@
ド
!
ス
ト
リ
ア
と
い
ふ
…
乙
れ
に
反
し
て
此
時
分
か
ら
'
イ
ス
パ
コ
ア
の
闘
は
段
々
感

人
で
、
ト
ル
ゴ
の
方
の
司
令
長
官
名
ト
ル
ゴ
・
常
の
妹
鰐
ピ
い
に
な
っ
て
)
此
勢
で
愈
々
叫
刺
激
を
撲
滅
し
ゃ
う
と
掛
つ
大

ア
リ
@
パ
ジ
ァ
ー
で
、
双
方
入
穏
的
定
数
的
支
化
的
反
機
の
精
替
の
寸
寸
め
よ
り
ま
す
。
そ
れ
で
誕
目
的
が
愈
々
滋
げ
p
り
れ
犬

神
を
以
て
泌
も
て
活
ま
し
詑
ρ
最
も
織
の
操
縦
杯
以
ト
ル
か
ど
う
か
と
叩
一
一
口
ぴ
ま
す
と
、
千
六
百
八
十
八
年
邸
も
イ
ス

，
.
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誠
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パ

JAr-艦
隊
の
破
滅
3
れ
た
頃
は
、
イ
え
パ
コ
ア
の
勢
は
な
っ
て
ほ
泊
る
、
印
も
東
方
の
ボ
ル
ト
が
ル
悦
の
金
と
西
方

的
問
鮎
に
法
じ
大
崎
で
あ
っ
大
。
今
そ
の
時
分
の
イ
ス
パ
一
一
の
イ
ス
パ
ニ
ア
領
の
銀
I
C・
が
、
皆
ブ
ィ
リ
ポ
の
手
許
じ
集

ア
の
勢
力
の
概
略
を
述
べ
て
見
ま
し
ょ
う
。
一
る
の
で
み
る
か
ら
、
そ
の
震
は
貨
に
北
剰
が
な
く
、
と
の

…
宮
を
以
て
孫
忍
傭
雇
共
同
車
・
を
菩
ヘ
、
四
方
八
方
へ
手
配
出

(鴎
)

A

A

A

A

a

〈

第
一
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
と
ボ
ル
ト
が
ル
と
が
合
同
し
た
乙
一
し
て
居
ム
ソ
ま
ず
。
此
時
分
の
イ
ス
バ
ニ
ア
の
勢
は
素
晴
し

と
で
あ
'
り
ま
す
が
、
千
五
百
七
十
八
年
仁
、
ボ
ル
ト
、
ガ
ル
一
い
が
も
の
で
、
ど
う
し
て
之
が
成
功
し
な
わ
っ
大
と
疑
ふ
位

主
セ
バ
ス
チ

γ
ノ
が
死
に
、
き
し
て
伯
尖
に
常
ゐ
大
僧
正
ド
て
で
あ
ん
f

ま
す
。
允

g
殖
民
地
綬
替
は
傑
ん
上
手
で
は
な
が

.ム@へ

Y

リ
ー
が
縫
ざ
ま
し
た
が
年
を
取
て
子
が
旬
、
山
小
、
滋
一
っ
た
、
殖
民
地
の
自
然
議
淀
と
い
ふ
乙
と
は
し
な
が
つ
な

に
千
六
百
八
十
年
に
死
だ
。
ぞ
と
で
イ
ス
パ
ニ
ア
一
士
プ
ィ
一
の
で
あ
'
り
ま
す
。

リ
ポ
二
社
が
母
方
の
血
縁
仁
よ
1

り
ボ
ル
ト
が
ル
主
役
相
綴
一
次
仁
ブ
テ
ン
ス
@
イ
ゲ
リ
ス
@
オ
フ
vv

ダ
は
久
し
く
イ
ス
パ

榔
&
主
依
し
ま
し
花
。
‘
ボ
ル
ト
が
ル
'
人
の
中
に
号
外
に
侠
了
一
ア
の
勢
力
に
反
殺
し
て
ほ
治
文
の
で
あ
る
。
彼
等
は
政
治

補
者
は
あ
ら
ま
し
た
が
、
ブ
ィ
H
J
ポ
は
ぬ
符
ア
ル
バ
一
公
を
丁
仁
↑
及
宗
滋
上
イ
λ

パ
コ
ア
の
仇
一
献
ノ
で
あ
る
o
此
一
一
一
倒
民
を

A

A

A

A

U

 

h

述
ム
ツ
紘
ζ

れ
を
平
定
し
食
。
ぞ
れ
マ
イ
ペ
リ
ア
半
島
会
部
一
一
抑
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
先
づ
オ
フ

y
〆
の
腐
ず
る
ネ
}

が
と
れ
仁
A
W
阿
し
‘
淀
川
炉
、
イ
λ

パ
ニ
ア
の
食
め
忠
利
議
と
…
デ
ー
と
ア
ン
ド
地
方
か
ら
御
訴
し
k
s

ま
し
ょ
う
o
館
組
"
に
巾

な
っ
た
の
は
ボ
ル
ト
が
ル
の
ア
フ
リ
カ
@
イ
ン
ド
@
プ
ラ
ジ
一
し
す
、
す
1

亡
、
イ
ス
パ
ユ
ア
が
非
常
に
紙
一
制
を
行
つ
北
の
で

ル
等
仁
あ
ゐ
嬬
民
地
サ
あ
っ
〈
、
ア
ブ
リ
カ
か
ら
来
る
枚
一
千
五
百
六
十
八
年
に
ネ

i
Jア
ル
ヲ

y
ド
人
が
謀
叛
を
越
し

入
計
A
ッ
ド
百
六
十
世
内
問

q
年
々
混
入
っ
て
来
る
、
そ
れ
か
『
て
初
め
は
ア
ル
バ
設
が
終
日
勿
い
-L
膝
し
忙
の
で
あ
1

り
ま
す
J
O

ら
イ
Y

ド
か
ち
活
入
っ
て
く
る
金
と
い
ふ
唱
の
は
非
常
な
然
る
に
オ
ラ
ン
ジ
ψ

日
公
ウ
ィ
ル
レ
ム
一
山
町
以
下
一
制
服
と
し
て

対
も
の
で
あ
る
、
其
牧
人
は
一
年
仁
レ
山
百
五
十
前
向
開
計
-b
仁
百
方
苦
必
し
、
一
党
に
千
五
百
J
V
H
J

十
二
年
に
、
オ
ラ
シ
〆
の

演

回
聞
大

so 

主

一__...__.，

北
の
大
を
な
入
悔
や
あ
る
、
、
ァ
イ
J

アル

NU--に
於
て
、
ィ
ダ
人
の
総
収
討
/
で
あ
る
オ
フ
Y

ジ
ず
る
咋
/
4

ル
レ

hri--

j
j

パ~一

γ
般
向
似
合
破
滅
し
花
、
そ
れ
か
ら
段
々
一
勢
を
得
て
百
八
十
叫
年
に
暗
殺
3
れ
ま
し
な
の
ぜ
、
ォ
ラ
シ
ー
ん
か

1

1
1
c
引
が
千
五
百
七
十
八
年
、

ω下
落
絞
破
滅
の
十
一
が
大
五
一
茨
ヘ
主
佐
治
水
b
て
、
プ
ア
ル
ネ
!
ゼ
紘
一
搬
に
功

一
川
一
川
口
町
ァ
レ
キ
サ
シ
ド
ペ
プ
ア
ル
ネ

j
v
Zい
ふ
泰
一
め
ま
し
て
、
英
年
の
内
に
震
が
も
な
る
mm
を
段
々
減
て
行
合

川
町
イ
J
A

パ
ニ

γ
わ
ら
線
叔
討
に
住
す
り
れ
ま
し
北
が
、
…
、
沖
仇
し
て
、
千
五
百
八
十
一
九
年
に
散
の
最
H
U
重
延
な
一
長
器
で

此
の
プ
ア
ル
ネ
!
ぞ
と
い
ふ
人
は
、
後
に
パ
ル
マ
伎
と
な
…
あ
る
ア
シ
ト
ウ
ヱ
プ
府
を
一
年
器
問
ん
だ
後
隠
れ
党
。

つ
北
人
で
、
戦
争
の
上
に
名
勝
で
あ
る
の
み
な
ら
歩
政
治
一
此
功
に
よ

b
て
プ
ア
ル
ネ
i
T
は
バ
ル
マ
誌
と
な

b
、
山
門

家
よ
し
し
一
て
大
子
踏
の
あ
る
人
て
ネ

i
グ
ル
ア
ン
ド
の
内
一
ほ
引
続
い
て
務
所
を
改
取
ん
、
其
鋒
ル
%
が
鋭
い
の
で
v
，ト

怖
dr一
網
拡
し
た
o
ネ
IAγ
ル
日
ア
ン
ド
南
部
(
今
の
ベ
ル
ギ
ー
一
一
ア
ン
ダ
の
運
命
は
日
仁
川
地
一
泊
し
て
来
、
花
、
そ
れ
で
プ
一
ア
Y

地
方
)
の
人
民
は
、
イ
ス
パ
二
ア
の
師
伸
一
制
に
到
し
て
奴
い
了
八
王
へ

Y

リ
三
世
は
王
弟
ア
Y

グ
ゥ
!
誌
を
窓
λ
ッ
、
イ
ヤ

大
の
で
あ
る
け
れ
ど
宅
、
宗
教
は
替
数
が
多
い
、
抑
制
裁
徒
一
リ
ス
の
女
王
エ
リ
ザ
ペ
タ
は
溜
ロ
レ
ス
ダ

i
i引
を
滋
t
り、

た
み
北
部
(
人
ブ
の
オ
ア
ジ
ダ
)
の
人
と
始
絞
札
燥
を
し
て
尽
…
オ
一
Y

ン
ダ
人
を
助
け
た
が
、
と
て
苦
バ
ル
マ
会
の
相
手
に

る
の
で
ゐ
γ
Q
C

そ
れ
故
仁
ア
ア
ル
ネ
}
ぜ
は
先
づ
南
部
を
…
は
な
ら
ぬ
。
反
っ
て
オ
テ
Y

〆
人
'
p
u
争
を
し
て
対
札
即
し
た

憾
柔
し
て
う
ま
く
北
部
と
の
問
を
櫛
問
し
て
、
以
て
令
部
一
ゎ
h

仰
の
か
か
い
い
ト
、
れ
わ
れ
一
一
ハ
わ
紗
除
勧
ゆ
例
一
即
断

、
乞
鈴
鹿
し
よ
う
と
い
ふ
方
針
を
取
つ
な
、
彼
川
抗
戦
争
が
上
一
中
小
…
も
あ
ん
'
わ
ん
わ
か
か
跡
ル
、

4
?に
爪
わ
が
ひ
砂
h
j
、

子
計
i

り
!
・
細
川
〈
政
略
が
上
手
で
あ
る
の
で
、
段
々
中
間
の
方
一
時
日
の
除
除
わ
が
わ
か
れ
必
川
、
わ
か
か
が
い
小
、
わ
o

の
諸
市
が
イ
ス
パ
一
一
ア
に
一
議
慨
し
て
来
、
に
。
そ
れ
げ
す
化
清
一
「

Z
J

j

J

j

・

4

h

、

;

i

H

i

-

J

……

ι州
が
終
に
斗
ト
レ
ヒ
ト
の
合
同
に
よ
か
・
空
ア
ン
ダ
北
ハ
そ
の
頃
、
戸
一
列
ね
れ
に
封
ず
る
イ
ス
パ
ニ
ア
の
勢
力
は
、

和
酬
の
謀
長
H
~

開
い
た
の
で
あ

b
ま
し
牝
ぺ
然
る
に
オ
テ
ン
ど
う
で
あ
っ
北
れ
と
い
ふ
と
、

ζ

れ
母
千
五
百
ん
十
八
年

、々，
f
s
a
4

・、

F
1

、、、，，一
p

，

1
・
i

、
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頃
は
索
ば
ら
し
い
ρ
も
の
で
あ
っ
記
。
一
万
来
7
4
7
y
λ
は
皆
、
ポ
ン
山
本
の
へ

Y

リ
(
後
へ

Y

リ
四
世
)
に
締
ず
る
の
で
あ
る

教
の
感
ん
な
闘
で
、
・
そ
の
闘
王
は
関
内
に
於
〈
は
、
新
数
が
、
然
る
に
乙
の
へ
シ
リ
は
新
滋
従
の
五
魁
で
占
め
る
か
ら
、

を
許
3
な
か
っ
北
が
、
イ
ス
パ
コ
ァ
之
勢
力
を
事
ふ
手
段
一
乙
れ
が
議
数
を
来
b
て
居
る
多
数
の
プ
J

ア

Y

ス
人
の
斜
め

と
し
て
、
他
闘
の
絞
殺
徒
と
岡
賢
し
、
否
キ
リ
ス
十
一
致
の
一
-
に
は
、
地
ヘ
ち
れ
ぬ
ζ

と
で
・
わ
る
o

乙
、
に
附
込
ん
や
正

敵
の
イ
ナ
八
一
プ
ム
教
の
ト
ル
ゴ
ー
し
f
u

〈
同
賢
し
て
、
イ
ス
パ
一
日
伎
を
覗
つ
北
の
が
ギ
i
ズ
恐
へ

Y

リ
で
、
乙
れ
に
梁
b
て

コ
ア
を
悩
し
北
、

3
れ
ば
プ
テ
Y

ジ
ス
…
世
や
、
そ
の
子
の
一
フ
ラ
ン
ス
を
竿
腐
闘
の
如
く
し
よ
う
と
し
な
が
、
イ
ス
パ

八
シ
リ
二
世
玉
川
μ
、
ブ
ィ
リ
ポ
二
世
の
究
カ
P

ロ
五
世
帝
一
二
ア
主
プ
ィ
リ
ボ
二
世
で
あ
よ
り
ま
し
れ
札
。

と
烈
し
く
争
っ
て
、
乙
れ
が
斜
め
に
カ
ロ
ロ
五
世
は
、
ド
一
へ
ン
リ
一
ニ
川
慨
は
ギ
I
ズ
家
の
蹴
底
に
苦
み
J

、
新
殺
従
を
し

イ
ツ
の
新
数
徒
を
腿
す
る
と
と
が
出
来
な
が
っ
文
の
マ
あ
一
て
乙
れ
を
制
肘
一
せ
し
め
ん
と
し
て
、
千
五
百
八
十
年
の
米

る
。
そ
れ
・
で
八
シ
り
二
世
の
子
八
シ
リ
九
世
の
崎
、
官
数
一
に
新
致
徒

f-和
践
し
ま
し
な
。
そ
れ
で
イ
ス
パ
コ
ア
の
公

寸
は
滝
川
日
制
川
口
リ

1目
別
U
U一一一
M
V

…
付
一
同
料
品
料
…
れ
れ
れ
料
日

に
北
口
め
ら
れ
北
が
、
彼
等
は
ま
ず
/
、
十
閣
総
し
、
爾
滋
徒
一
J

り
立
%
ま
し
北
。
そ
の
重
な
依
件
は
下
の
如
く
あ
1

り
生
す

以
食
け
や

'K針
抗
し
て
印
刷
て
、
政
府
は
無
能
で
、

ζ

れ
を
一
第
六
人
シ
リ
三
世
死
後
彼
の
新
殺
の
五
舷
八

Y

リ
@

如
何
と
対
も
す
る
乙
と
が
出
来
な
か
っ
大
の
で
あ

6
・
ま
す
。
一
ド
@
プ
ル
ボ
y
の
叔
尖
カ
ル
ヂ
ナ
ル
カ
ロ
H
J
ど
そ
の
s

然
る
に
ヘ
ン
リ
九
世
は
千
五
百
レ
七
十
四
年
に
死
し
、
子
が
一
一
機
泳
者
と
す
る
事
(
と
れ
は
ギ
i
、
ズ
日
公
ヘ
シ
リ
が
、

な
い
の
で
、
弟
の
八
ン
リ
一
二
世
が
緩
い
、
だ
が
、
へ
ン
リ
一
二
一
先
づ
老
年
無
能
の
人
を
す
一
〈
ー
も
と
れ
を
白
山
に
し
、

世
母
子
が
な
ぐ
て
、
末
弟
の
ア
Y

ジ
ゥ
!
後
此
早
世
し
党
且
っ
そ
の
死
後
乙
れ
仁
縦
十
ぺ
か
は
手
段
で
あ
H
b
。)

の
で
、
八
シ
リ
ヨ
世
が
死
ね
ば
王
位
ル
王
窓
の
文
統
プ
ル
第
二
)
縦
覧
方
カ
を
協
せ
て
、
ブ
ヲ
ン
λ
及
げ
オ
ラ
ン
ダ

鴻

j資

間
関
凡

、戸‘・
4 ♂ . 一、. .
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の
新
滋
徒
を
撲
滅
す
る
事
。

第
一
、
新
教
徒
を
撲
滅
す
る
事
。

第
三
、
ィ
ス
パ
一
一
ア
は
、
年
々
ギ
!
ズ
仁
…
百
潟
ポ
ン
第
二
、
非
醤
教
徒
の
王
位
階
績
を
決
-
h
p
ふ
事
。

ー

ド

;

を

号

、

そ

の

事

業

を

助

け

る

事

。

第

一

一

…

、

委

任

怒

り

札

て

j
L
?
?タ
る
事

第
四
、
、
カ
シ
プ
レ
イ
及
び
ナ
プ
プ
(
印
も
ヘ
シ
リ
@
ド
a

第
一
問
、
ギ
}
ヂ
八
日
公
八
ン
リ
ト
軍
隊
の
総
訪
令
官
十
す
r
j

プ
ル
ポ
シ
の
断
ず
る
王
闘
で
、
z
y
y
ス
e
イ

ス

パ

コ

事

。

ア
に
跨
っ
て
印
刷
る
小
問
)
郎
も
此
統
一
昼
間
仁
ト
い
』
り
玉
川
悦
会
く
服
従
を
守
'O
管
祭
二
を
C

第
一
丸
一
ブ
ラ
y
λ
は
ト
ル
ー
と
の
附
加
を
制
服
く
事
。
、
党
V
μ
γ
!
ズ
誌
の
係
協
J
C
な
I

り
移
-
心
の
で
あ
け
れ
い

M
U

r--ズ
分
へ
ン
汁
川
ィ
ス
パ
一
一
ア
の
親
細
川

-Zっ
て
、
今
一
し
て
ヘ
コ
一
い
長

q
wい
…
明
会
茨
ノ
て
此
銃
器
仁
す
の
い

の
イ
タ
リ
ア
主
己
主
ρvd

先
制
で
み
る
、
サ
ボ
ヤ
一
公
に
昔
、
新
一
た
の
は
千
五
百
八
十
八
年
六
か
い
必
ド
で
恥
仰
い
わ
恥
め

殺
撲
滅
援
助
の
代
償
と
し
て
、
リ
オ
ン
市
以
下
u
!
y
何
一
砂
動
か
恥
ル
か
か
わ
ト
ト
0

・

P

ω

』
ノ

j
g

掠
域
に
あ
ふ
少
が
〉
り
ぬ
土
地
を
判
別
登
山
県
へ
る
約
束
を
し
ま
一
.
ヘ
晶
、
J

‘

p

f

d

J

」

し
ち
と
の
協
商
の
目
的
、
が
食
わ
れ
た
な
ら
ば
、
郎
刺
殺
が
一
そ
れ
が
ち
設
定
に
申
す
べ
を
ま
え
般
母
、
ノ
A

内
向
け
ら
れ
花

咲
滅
立
中
吋
一
な
河
、
冷

JJ-1Xゆ
小
山
山
…
小
一
蛍
の
相
手
引
パ
い
い
が
で
む
わ
り
ま
幻
仰
の

JLリ
ス

J

川、、

od、
め
北
川
W
4
W
}
山
川
り
巾
↓
川
況
、
川
間
後
そ
の
保
諮
闘
の
一
と
い
ふ
闘
は
、
日
活
迄
ど
う
で
あ
っ
た
わ
と
ρ
ら
E
F
1
f
ド

:
ノ
に
!
?
芝
、
あ
1

り
ま
.
し
よ
ラ
o

へ
ン
リ
一
一
匹
は
議
』
り
一
リ
ス
は
海
事
上
に
大
に
織
内
…
民
し
つ
J

k

‘
十
J

りし
γ
トいいし
0

・

ιト

引い叫ん
(
V

れ
は
け
J
川
町
山
川
け
れ
一
日
付
日
け
れ
河
川
代
町
お
け
ば
昨

日
1
2の
率
ゐ
て
沼
会
激
徒
同
容
に
下
の
事
を
民
ず
る
の
で
あ

b
設
す
c

と

い

ふ

の

伎

、

;

パ

勺

j
fる
前
向
一
番
be-
取

ち

れ

…

!

し

、

九

一

ー

ポ

ル

ト

ガ

ル

叶

料

、

自

分

の

飯

E

止
に
於
川
一
外
闘
の
者
に
貿
易

、

e ‘ ‘ 、
1 ・令』

総

淑

H
H
H
H
4
-
u
 

H
u
r
H
V
H
r
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間
五
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ゎ

7
3せ
ま
せ
ん
]
甚
し
を
は
、
政
府
の
繍
の
外
、
貿
易
を
夜
揮
し
て
居
る
か
ら
、
そ
の
時
代
の
前
後
仁
起
つ
松
替
の
4

3
せ
吹
い
、
ぞ
れ
ぜ
密
貿
易
が
感
に
行
は
れ
る
、
丁
皮
イ
せ
は
あ
る
ま
い
が
o
桃
太
郎
が
鬼
ケ
島
仁
川
賞
が
あ
る
I
C
矧

ギ
リ
ス
、
バ
此
の
時
分
議
展
す
る
時
で
あ
ら
ま
す
、
密
貿
易
一
い
て
乙
れ
を
征
伐
に
出
掛
け
て
行
っ
て
、
鬼
が
抵
抗
す
る

を
し
て
ル
る
伊
ど
、
ボ
ル
ト
ず
ル
や
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
官
一
わ
ら
、
そ
れ
と
戦
っ
て
崩
伏
守
口
せ
て
、
色
々
一
校
物
そ
回
以
〈

廓
γ
ト
日
見
附
け
ら
れ
そ
の
般
は
撃
枕
3
れ
、
人
は
械
と
し
て
一
締
っ
て
来
て
、
親
を
安
嫌
に
義
ふ
と
い
ふ
の
で
あ
ん
一
ま
す
c

禁
獄
戒
は
死
刑
ド
ト
h

隠
せ
ら
れ
る
か
ら
、
指
貿
易
者
の
方
式
で
一
ど
ラ
も
乙
れ
は
海
賊
的
遠
征
ず
ゆ
る

0
3
ヲ
い
ふ
精
淵
仰
の

は
減
器
-b

花
持
て
出
来
る
だ
け
防
鍛
を
勤
め
る
o

従
て
向
ふ
一
時
代
だ
か
ら
日
本
人
は
腎
一
険
勇
一
杭

f
以
ぺ
蛍
時
外
岡
崎
λ
に

忠
誠
一
僚
が
似
び
時
ー
は
海
賊
も
す
る
、
中
立
す
大
滋
艇
の
時
代
一
知
ら
れ
て
、
オ
日
プ
Y

ダ
人
ポ
ル
ト
ガ
ル
入
イ
ギ
リ
ス

λ
な

ぷ
は
き
う
い
ふ
事
が
能
く
行
は
れ
て
、
蛍
時
の
人
は
、
外
一
ど
に
傭
丘
ハ
に
.
東
は
れ
従
者
が
随
分
あ
f

り
ま
す
。
彼
の
山
岡

町
い
ん
封
ず
る
密
資
及
、
強
迫
貿
易
、
乃
芝
山
時
一
械
的
遠
征
を
一
長
政
流
の
人
が
あ
っ
食
事
は
、
伎
の
歴
史
に
見
え
て
み
よ
り

失
し
て
不
道
徳
な
行
潟
と
は
忠
一
は
な
い
で
、
反
っ
て
乙
れ
一
ま
す
o
我
勇
敢
な
倭
斌
は
、
学
商
宇
賊
で
あ
る
o
し
か
し

十
凶
行
険
r
w
l誌
を
易
士
の
本
一
分
仁
介
ふ
社
慰
と
考
へ
て
居
一
乙
れ
は
ボ
ル
ト
、
ガ
ル
人
中
合
プ
ン
ダ
人
イ
ギ
リ
ス
な
ど
が
皆

k
の
ず
め

b
合
す
o

現
に
日
本
で
が
℃
足
利
の
末
頃
煩
々
と
一
行
つ
全
与
で
あ
I

り
ま
ナ
。

し
仁
川
作
一
閣
に
向
っ
て
、
乙
の
強
迫
貿
易
海
賊
海
軍
乞
試
み
一
イ
ギ
リ
ス
人
は
十
六
世
…
犯
の
初
断
、
が
ち
3
う
い
ふ
慈
動

f

k
o
一
川
一
川
段
位
付
文
部
鳴
鮮
を
苦
し
め
セ
倭
的
協
で
あ
る
0
(

允
一
盛
ん
に
や
f

り
ま
し
花
、
ウ
イ
ル
レ
ム
@
ホ
l
咋

vy
ス
は
館

十
わ
い
b
什
純
一
札
一
小
川
県
棋
に
於
て
ズ
ヅ
ト
早
く
か
ら
有
つ
一
に
二
百
五
十
噸
の
蝋
仁
乗
っ
て
千
五
百
:
干
年

h
i
引
け

た
J
h
i

・
4

め
ら
う
が
)
こ
れ
が
海
事
殺
ω
肢
の
気
漣
が
日
本
に
起
~
年
の
尚
仁
、
プ
一
プ
タ
ル
@
ギ
ネ
ア
に
あ
る
ボ
ル
ト
カ
叫
作
¢
飢
W

γ
h称
代
で
か
ふ
o

伎
の
御
伽
誌
の
桃
太
郎
に
就
い
て
色
分
へ
三
雲
行
っ
て
密
貿
易
を
し
て
金
銭
象
主
裕
資
家

色
令
部
川
十
あ
る
が
、
あ
れ
は
我
海
事
思
想
楼
展
の
精
紳
を
な
天
然
物
&
持
怒
つ
な
。

そ
の
子
の
ジ
オ
ン
e
ホ
l

キ
ン

ス
唱
数
々
ア
プ
リ
カ
e
ア
メ
リ
カ
に
行
を
つ
加
は
、
密
貿
易
明
に
針
し
、
エ
リ
ザ
パ
タ
拡
つ
え
口
等
以
法
去
の
命
令
に
服

や
ら
海
賊
や
ら
を
し
て
、
メ
キ
ジ
コ
で
ボ
ル
ト
ザ
μ

ル
の
・
官
せ
ぬ
か
ら
、
兵
力
な
以
て
守
い
れ
ぬ
城
所
以
禁
閥
.
飢
と
は

窓
に
製
は
れ
、
乗
組
人
溺
学
は
殺
コ
れ
ま
し
柁
。
ま
た
彼
v

認
め
ぬ
し
?
と
答
ヘ
犬
。
そ
の
後
中
ペ
ヅ
ン
〆
が
イ
ス
パ
ニ
ア

の
有
名
な
プ
ブ

y

v

λ

@
ド
レ

l
グ
以
千
五
百
七
十
二
年
一
に
奴
い
て
、
海
上
に
漣
t

り
に
イ
ス
パ
コ
ア
の
商
加
を
金
-
捕

に
七
十
峨
及
ぴ
裳
以
下
の
一
一
一
俊
勺
パ
ナ

γ
の
イ
ス
パ
ユ
ア
一
し
投
勝
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
オ
ア
ン
ダ
人
と
共
同
仁
、
成
は

の
銀
塊
貯
普
坊
を
襲
ヲ
て
怒
川
浩
コ
れ
食
が
悔
上
f
m
k

銀
陥
仰
を
一
躍
狗
仁
庁
一
ア
ン
ダ
の
旗
を
樹
て

k¥
金
銭
其
他
を
総
載
す

満
載
し

k
，
3
人
パ
一
一
ア
刷

mr奪
び
ま
し
文
。
ぞ
れ
か
ら
平
』
…
る
イ
ス
パ
ュ
ァ
、
ボ
ル
ト
が
ル
の
織
を
爺
掠
し
、
設
、
キ
イ
ヂ

五
百
七
十
七
年
百
噸
以
下
の
焔
五
一
焦
土
以
て
大
勝
一
ι
も
大
…
リ
ス
の
官
民
以
掃
に
オ
フ

y
、
ダ
人
に
金
銭
物
資
を
怒
ら
浅

草
件
佐
波
ん
γ
ゼ
フ
ン
海
峡
を
滋
泌
し
、
イ
ン
ド
そ
総
三
は
義
的
労
兵
よ
し
な
t

り
て
参
加
し
て
乙
れ
を
助
け
て
印
刷
、
た
れ
、

千
五
百
八
十
年
仁
イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
マ
ス
絡
己
陶
器
し
て
ふ
パ
ル

γ
伎
の
勢
感
な
の
b
d
n凡
て
、
一
五
八
五
年
に
は
終
に

葵
大
の
貿
易
口
仰
や
ら
奪
似
品
や
ら

44持返
っ
大
。

ζ

れ
は
…
必
然
レ
ス
タ
i
n吋
仁
一
軍
を
賂

υて
オ
テ

y
〆
を
設
け
3

イ
ギ
リ
ス
人
が
決
界
一
川
却
を
'bb札
始
で
あ
F

り
ま
す
。
乙
の
一
せ
ま
し
食
。

3
・
件
ば
イ
λ
パ
一
一
ア
が
イ
ギ
リ
λ

に
部
し
慰

4

海
賊
的
行
斜
仁
濁
し
、
ド
レ

l
グ
は
イ
ギ
リ
ス
の
官
民

-m
一
戚
を
抱
い
大
の
は
総
理
常
な
い
ζ

と
で
あ
1

り
ま
し
文
。
況

4
大
縫
仁
川
似
迎
コ
れ
合
し
て
、
女
王
ぷ
リ
ザ
バ
タ
の
如
合
二
ん
や
イ
ギ
リ
ス
は
新
数
の
問
問
fy
、
苔
款
を
服
一
ず
る
の
で
あ

ド
レ
!
グ
約
旗
般
に
籾
臨
し
〈
J
巾
板
上
に
て
そ
の
製
版
一
つ
北
か
ら
、
イ
ス
パ
コ
ア
は
い
迩
に
其
協
力
、
bdv
傾
け
て
イ
ギ

を
受
け
、
ド
レ
!
グ
を
界
的
仁
似
し
、
ま
食
瞥
時
イ
ス
パ
一
リ
λ
を
祇
伏
す
る
乙
と
に
な
っ
忙
の
で
御
感
J

り
ま
す
。

コ
ア
は
イ
ギ
リ
ス

2.表
而
時
半
中
ー
で
な
い
か
ら
、
フ
イ
リ
一
七

ポ
ニ
吐
か
ち
強
傾
な
抗
議
を
し
、
?
?
叩
に
、
っ
太
平
洋
防
、
絵
王

ζ

の
兵
力
を
以
て
イ
ギ
リ
ス
を
加
伏
す
る
と
い
ふ
計
設
は

お
よ
ん
許
3
れ
K
4
ス
パ
コ
ア
の
飯
海
で
申
め
る
じ
い
と
い
ふ
曲
目
プ
イ
リ
ポ
二
世
が
親
ら
考
ヘ
出
し
大
の
で
拡
な
く
、
新
教

t

四
五
日

、 ì'~y
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撲
滅
の
首
脳
た
る
イ
ギ
リ
ス
を
打
削
減
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
め
る
に
は
是
丈
け
の
勢
力
が
入
る
と
、
舶
の
敏
わ
ら
人
数

ふ
乙
之
、
だ
け
は
、
イ
λ
パ
コ
ア
人
の
輿
論
と
い
っ
て
も
よ
の
事
迄
精
し
く
書
い
て
あ
る
、
印
私
軍
総
五
百
五
十
六
位
、

ろ
し
い
の
で
、
乙
・
れ
を
賀
行
ず
る
に
就
い
て
粉
殺
な
計
議
(
(
英
内
大
戦
闘
艇
百
五
十
般
が

ν
i料
A

・1京
総
〉
附
十
線
、
ガ

は
鈴
程
以
前
よ

b
イ
ス
パ
ニ
ア
の
名
士
の
内
に
立
て
ら
れ
一
レ
ア
ツ
ス

(
Y
レ
!
の
大
さ
な
も
の
)
二
般
総
噸
数
右
前
必

て
居
た
の
で
あ

b
ま

ず

。

一

千

二

百

五

十

噸

、

兵

員

が

八

高

五

千

三

百

三

十

一

一

人

と

、

伐
に
前
践
の
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
の
二
年
前
、
加
も
千
五
百
一
一
外
仁
一
騎
口
火
、
砲
兵
、
非
戦
闘
員
を
4
合
算
す
れ
ば
、
九
高
閥

六
十
九
年
に
王
に
建
識
を
し
て
印
刷
ち
ま
す
。
そ
の
魁
窓
口
一
千
二
百
一
一
十
二
人
と
な
』
り
ま
す
。
税
今
世
界
第
}
の
山
w
w
m
-

ネ
I
J
ア
ル
一
ア
ン
ド
の
一
以
従
を
平
内
必
ず
ゐ
仁
絶
溺
的
必
要
線
一
一
闘
な
ゐ
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
軍
人
後
備
が
も
入
れ
て
下
士
卒
九

件
は
、
先
づ
イ
ギ
リ
ス
を
印
刷
す
る
に
占
め
る
。
そ
れ
に
は
一
一
潟
九
千
六
百
七
十
九
人
で
あ
1

り
ま
ナ
。
今
よ

b
は
一
殺
に

大
一
艦
隊
を
起
し
て
、

ζ

れ
を
征
伏
す
ゐ
の
が
志
闘
で
あ
る
一
各
闘
の
兵
一
政
、
が
授
際
会
議
か
仁
少
-
わ
っ
た
崎
町
内
の
戦
闘

と
い
ふ
乙
と
を
唱
へ
た
の
で
あ
ら
ま
す
が
、
投
勝
は
丁
皮
…
員
が
九
高
近
く
あ
る
と
は
そ
の
規
模
の
大
会
な
、
と
の
一
流

ト
ル
ゴ
や
プ
テ
ン
ス
に
刻
す
る
関
係
に
位
し
い
の
，
で
ゐ
つ
…
が
閣
は
れ
ま
す
。
彼
の
パ
ル
コ
一
公
プ
ア
ル
ネ
!
ゼ
も
乙
の

大
か
ら
、
プ
イ
リ
ボ
唱
乙
の
建
議
に
阿
し
訟
は
し
た
が
、
・
ζ

…
サ
ン
タ
@
グ
ル

i
λ

伎
の
楽
に
大
仁
被
成
の
意
十
一
心
お
じ
ま

れ
を
賀
行
ず
る
乙
と
は
跡
へ
廻
し
‘
た
の
で
あ
t

り
ま
す
o

北
二
し
大
O

然
し
乙
の
計
退
は
葉
大
な
費
用
を
一
裂
す
る
の
で
、

後
レ
パ
シ
ト
の
海
戦
の
滋
街
削
除
の
司
令
官
と
し
て
大
功
を
一
プ
イ
り
ボ
ニ
世
宅
志
す
が
に
乙
れ
が
賀
行
に
嬬
践
し
ま
し

現
は
し
、
後
ま
北
プ
ラ
ン
ス
縦
隊
を
般
破
し
て
、
ま
ず
/
¥
一
大
。
そ
れ
に
彼
は
成
る
一
川
く
賞
カ
を
用
ゐ
ホ
J

日
ト
如
何
な
る

お
飾
付
を
揚
げ
党
サ
Y

タ
o
グ
ル
!
ス
侠
・
と
い
ふ
人
が
、
千
五

J
山
ず
段
に
て
も
目
的
を
迷
ず
る
方
訟
を
取
る
事
を
球
必
と
す

百
八
十
一
一
一
年
に
、
同
b
〈
乙
一
の
事
に
捌
ず
ゐ
一
の
建
白
書
る
γ
キ
ア
バ
リ
主
義
の
印
刷
湖
に
苛
つ
北
人
で
あ
る
か
ら
、

を

出

し

て

、

非

常

仁

細

ふ

が

い

案

営

立

て

、

イ

ギ

リ

λ

の
盗
殺
徒
と
気
脈
b
H
一滋
b
、

'.:t、=三、，、 t. r，去、.ー;..-/、
~-.，一一

イ
ギ
リ
ス
を
玖

甲
山
リ
ザ
ベ
タ
を
燦

し
、
附
凶
中
の
ス
ゴ
ツ
ト
一
ア
ン
ド
信
女
王
γ
?
?
e
k
ィ
市
ギ
リ
ス
に
薄
々
知
れ
て
ほ
泊
h

ま
し
た
o

そ
れ
で
彼
の
プ
ア

リ
ス
女
王
止
す
る
時
は
自
ら
イ
ギ
リ
ス
は
ブ
フ
ン
λ
同
様

y
γ

ス
@
ド
レ
i

グ
が
政
府
の
命
を
受
け
、
千
五
百
八
十
七

に
自
分
の
保
諮
問
の
如
く
な
る
で
ゐ
ら
う
之
考
ヘ
セ
か
ら
工
作
に
、
二
十
四
般
乃
資
四
十
般
の
艇
を
卒
ゐ
て
、
凶
月
十

川
リ
ザ
ベ
h
p
A
ど
除
く
陰
謀
に
関
係
し
、
成
る
可
く
大
鋭
俊
一
九
日
に
・
、
ヵ
ヂ
i
λ

に
行
っ
て
港
内
に
侵
入
し
、
此
所
に

の
事
常
一
限
へ
る
に
と
に
し
た
の
で
ゐ
ん
ま
す
o

そ
れ
で
イ
一
大
駁
際
用
の
物
資
を
積
載
し
て
印
刷
党
運
浴
淵
百
倣
般
を
焼

ギ
リ
λ

の
都
教
徒
は
芯
リ
ザ
ベ
タ
を
殺
す
陰
謀
'f
ふ
巡
ら
に
一
色
、
同
月
二
十
二
日
に
リ
λ

ポ
ン
に
同
点
b
、
乙
、
で
は
地

主
策
中
也
九
成
仏
し
た
の
で
、
ー
リ
ザ
ペ
タ
は
終
に
マ
リ
…
内
に
は
入
ら
れ
な
が
つ
な
が
、
港
一
外
の
漁
鮒
や
商
舶
を
数
一

γ
を
新
首
せ
し
め
大
。
乙
れ
は
随
分
残
敵
の
ゃ
う
，
で
あ
る
一
多
捕
獲
し
て
乱
恭
&
し
ま
し
牝
o

そ
れ
か
ら
ア

y
l
レ
λ

が
、
品
同
時
の
お
リ
ザ
ベ
タ
の
境
遇
一
ど
考
へ
て
彼
女
が
自
術
一
諸
島
の
設
で
、
東
イ
ン
ド

h
v
A
物
日
聞
を
泌
総
し
て
返
っ
て

上
止
む
を
待
相
ぐ
る
定
常
防
御
出
の
手
段
と
し
て
多
少
官
容
し
…
米
な
サ
ン
@
プ
込
リ
ペ

2
い
ふ
般
k
拠
ま
へ
て
腕
闘
し
ま

て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
所
?
の
の
ま
ナ
。
と
れ
が
千
八
百
八
一
し
北
、
ロ

y
ド
ン
人
は
乙
の
加
の
絞
荷
の
債
依
の
大
を
な

十
七
年
の
事
山
口
¥
且
つ
共
前

vf・
心
リ
ザ
ベ
タ
が
引
絞
い
て
…
の
に
悦
灼
い
て
、
イ
ン
ド
貿
易
の
有
利
な
乙
と
を
知
t
り、

ζ

ィ
ス
パ
ユ
ア
仁
却
し
て
ギ
必
然
の
敵
齢
十
ど
し
て
居
る
の
で
一
れ
が
動
機
ー
な
っ
て
一
六

0
0
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン

乙
1
h

に
宣
っ
て
、
ブ
イ
リ
ム
ぷ

4
4は
や
一
刀
雨
閣
の
沿
い
…
龍
一
ド
市
舎
が
起
忘
れ
た
と
い
ふ
乙
と
で
御
坐
r
り
ま
し
花
。

手
す
す
る
ζ

止
に
決
し
花
り
で
あ
l

り

ま

す

。

一

(

八

)

と
の
大
艦
隊
波
遣
の
泳
備
は
部
社
，
T
松
山
総
に
行
は
れ
だ
…
ヨ
て
イ
ス
パ
コ
ア
の
鴻
v
t
h

不
幸
な
む
と
は
、
千
五
苛
八
十

乙
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
不
誌
を
欝
お
め
で
ゐ

6
ま
す
が
、
一
八
年
の
二
月
に
、
彼
の
大
制
緩
減
法
の
立
案
者
た
み
名
符

z

'

a

J

ノ

a
・守
J

hv
や
う
な
大
取
が
み
一
く
秘
密
に
行
は
れ
る
唱
の
で
拡
ゐ
ム
ツ
の
サ
ン
タ
白
グ
ル
!
ス
が
死
ん
だ
乙
と
で
す
。
け
れ
ど
毛

伐
に
伶
程
前
か
y
り
そ
の
計
設
の
あ
る
乙
』
と
が
イ
サ
ン
タ
。
グ
ル
}
ス
の
外
ー
に
活
十
ス
パ
一
一
ア
海
軍
に
は
立

ま
せ
ん
、

5持
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波
な
勝
絞
が
少
な
く
な
わ
っ
食
が
i

ブ
イ
リ
ポ
二
世
は
何
様
の
大
を
な
唱
の
せ
、
ブ
イ
リ
ポ
は
乙
れ
に
よ
I

り
乾
坤
一

故
か
そ
れ
を
加
び
な
い
で
i

メ
ヂ
ナ
e
玖
ド
ニ
ア
一
公
と
い
ふ
繊
の
勝
負
を
試
み
柁
の
で
あ
J

り
ま
す
o
'
郎
も
此
の
大
総
際

人
を
司
令
長
官
仁
彩
げ
ま
し
忙
、
廷
が
此
蹴
隊
の
破
滅
す
一
は
、
戦
闘
般
総
数
が
レ
七
十
五
般
の
内
、
乙
の
内
千
断
以
上

る
原
間
の
一
つ
で
あ
ら
ま
す
。
乙
の
人
は
俄
が
賞
い
一
許
ん
一
の
波
-
M

慌
が
レ
心
一
般
み
る
、
今
が
ら
ゆ
え
ば
、
千
噸
以
上
と
い

で
な
く
品
作
活
市
ノ
¥
一
男
一
対
日
も
あ
ん
才
相
官
が
も
利
勝
に
あ
ト
'
り
、
で
か
の
は
保
諮
巡
洋
舷
バ
々
も
あ
る
が
、
其
頃
イ
ヂ
リ
ス
に
・
は

陸
上
で
は
名
勝
で
な
い
ま
で
も
硲
わ
に
一
成
の
人
物
で
あ
一
二
般
し
か
・
銀
山
い
、
そ
れ
か
ち
八
百
断
乃
窓
千
噸
の
艇
が
十

つ
文
が
、
非
常
な
天
才
で
な
い
以
上
は
、
海
軍
の
市
中
は
ま
一
レ
七
般
、
五
百
噸
以
上
の
艇
が
三
十
二
一
般
、
立
(
他
は
略
し
ι
京

大
特
別
の
修
ふ
や
伎
を
援
す
る
も
の
で
、
彼
を
海
軍
司
令
長
官
一
す
が
、
総
計
百
二
十
八
般
あ
っ
て
、
大
砲
の
数
が
一
一
千
凶

と
し
、
食
の
は
、
河
童
を
隙
に
上
げ
て
火
絢
を
・
が
に
入
れ
れ
X

一
百
三
十
門
あ
6
・
ゅ
よ
す
、
策
組
人
数
以
一
一
寓
九
千
二
百
二
十

様
な
唱
の
で
、
品
だ
削
減
任
を
絞
っ
た
の
で
あ
'
り
ま
す
。

γ

一
二
人
、
北
(
外
仁
俗
侶
が
三
百
人
這
入
っ
て
応
ッ
ペ
そ
れ
に

ド
ニ
ア
口
付
自
身
仁
刈
ひ
そ
れ
配
向
塊
し
て
、
松
は
海
将
と
し
一
叉
安
放
の
従
僕
が
ど
い
鳩
入
っ
て
が
る
、
総
入
裂
が
、
一
依

て
越
怪
で
如
氏
い
h
V
A
-
l
ζ

・
い
っ
て
一
件
一
一
一
俳
退
し
大
の
で
ゐ
る
一
八
千
市
川
マ
ル
グ
却
も
九
千
背
側
。
ま
食
陸
軍
は
本
闘
が
ち

が
、
プ
イ
リ
ポ
は
k
r
此
人
の
名
放
が
あ
る
資
放
で
ゐ
る
一
は
浴
ら
ぬ
が
、
此
艇
際
を
以
て
策
ね
て
ネ
}
デ
ル
J

ア
ン
ド

た
と
い
ふ
伝
航
し
て
、
鉱
山
川
社
抑
付
け
に
引
受
け
さ
喰
大
の
，
，
で
ご
ド
備
へ
て
あ
ふ
怒
訟
似
仁
阿
所
に
ゐ
ゐ
パ
ル
マ
日
公
及
び
そ

あ
6
ま

す

。

…

の

館

下

の

兵

、

三

高

乃

以

七

十

四

寓

を

載

せ

て

イ

ヂ

リ

ス

誌

で

此
紛
の
イ
ス
パ
コ
ア
大
総
際
の
勢
力
と
い
ふ
唱
の
は
、
ど
一
総
務
し
て
、

ζ

れ
?
首
尾
能
く
イ
ギ
リ
ス
に
上
限
ヨ
せ
ツ
ハ

の
位
わ
J
、
い
ふ
に
、
伎
の
サ
ン
タ
@
グ
ル
!
ス
出
来
ほ
ど
に
一
ー
ι
い
ふ
命
A

切
で
あ
る
0
H
A
つ
イ
ギ
リ
ス
R

入
が
却
し
の
大
縦
際

大
を
く
は
ふ
』
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
I

り
宮
崎
の
十
z
ス
パ
ム
ア
挺
遣
の
事
、
を
知
っ
て
、
そ
の
準
備
の
出
来
な
い
内
仁
、
成

の
憶
を
以
て
し
て
替
、
協
カ
を
傾
け
て
起
さ
わ
い
、
ば
な
ら
ぬ
る
丈
け
早
く
出
λ
と
い
ふ
と
と
で
あ
I

り
ま
す
c

T
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そ
れ
で
五
月
二
十
日
久
に
メ
ヂ
ナ
o
ジ
ド
ニ
ア
る
は
リ
ス
ボ
せ
下
、
ま
セ
此
頃
仁
川
μ
枝
々
。
の
つ
牝
妓
女
な
ど
を
擦
込
ま

ン
を
設
し
、
咋
仇
し
て
、
六
月
九
日
に
珠
山
ん
の
集
…
中
所
な
る
せ
ゐ
乙
と
弘
、
一
一
切
許
さ
な
か
っ
允
の
で
御
前
mfり
ま
し
食
。

イ
ス
パ
コ
ア
一
尚
北
地
の
W
京
地
ゴ
リ
ウ
}
コ
ア
ド
ト
集
人
ノ
ま
し
一
(
九
)

大
o

途
中
で
恭
夙
に
滋
ぴ
，
咋
仇
し
て
、
加
が
強
出
仰
を
受
ゆ
り
お
比
一
一
方
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
方
は
ど
う
戸
市
ど
め
る
か
と
い
ふ
と
、

の
で
、
ジ
ド
ニ
ア
は
早
や
気
が
州
知
も
ま
し
て
、
此
遠
征
を
中
一
前
に
苦
い
ふ
逝
ん
¥
イ
ギ
リ
ス
人
川
市
イ
ス
パ
コ
ア
の
大
一
判
制

止
し
て
は
如
何
な
ど
之
、
弱
い
す
を
出
し
ま
し
ヤ
い
が
、
玉
工
訟
の
あ
る
乙
と
を
薄
々
体
附
し
て
必
允
け
れ
ど
も
、
官
民

が
許
ヨ
な
い
で
、
七
月
二
日
ま
で
に
出
泌
仇
せ
よ
と
督
促
し
…
之
唱
に
そ
の
賀
行
が
左
程
仁
4

討
に
な
る
と
も
訟
は
な
か
っ
/

牝
の
で
、
七
月
十
二
日
に
一
平
り
、
愈
々
大
庭
内
が
コ
り
巾
ソ
…
北
、
特
に
サ
ン
タ
o
グ
ル

i
λ

が
死
ん
だ
の
で
、

7
止
め

l
一

一

ア

を

印

後

し

柁

。

一

f
t

、
仕
組
舛
つ
食
ら
う
と
い
ふ
様
な
考
を
持
っ
て
俄
'
り
路
備
し

A凸

A

A

A

Q

A

U

A

A

U

A

A

A

A

U

〉

通
常
乙
の
大
Mm
隊
配
イ
ン
ピ
y

y
プ
ル
@
ア
ル
マ
ダ
印
も
…
な
か
っ
北
、
エ
リ
ザ
ベ
タ
と
い
ふ
女
王
は
、
安
ド
ド
非
凡
な

無
敵
艦
隊
と
い
ふ
の
川
仏
、
外
側
人
が
名
づ
け
た
の
で
、
イ
…
女
楽
傑
寸
あ
ん
ま
す
が
、
節
倹
主
義
の
女
王
モ
、
そ
乙
は

ム

A
A
U
A
A
A
J
'

J
M
4
ハA
一一A
ァ
江
ー
ら
は
3
う
は
巾
し
ま
せ

λ
。
ブ
エ
リ
チ
ジ
…
女
だ
け
に
華
美
な
衣
服
を
山
総
務
ら
え
忽
ど
し
北
ペ
一

マ
@
ア
ル
マ
〆
印
も
最
・
本
一
脈
な
る
縦
隊
J
中
し
ま
し
た
。
允
、
，
慌
政
裂
を
怯
ん
で
、
成
る
可
く
金
を
使
ラ
・
・
ま
い
と
い
ふ
考

、
ち
そ
の
資
際
の
結
果
は
俗
ん
幸
…
加
で
な
わ
っ
投
。
官
事
と

fm¥
始
終
鋭
備
拡
土
紛
少
し
て
ほ
泊
ゐ
の
で
の

b
d
Aナ
。
イ

仰
と
や
ち
は
向
か
ら
外
れ
る
ζ

と
が
多
い
の
で
御
座
い
ま
ス
パ
一
一
ア
大
級
際
、
が
樹
々
路
備
完
成
し
て
方
に
出
議
す
る

す
。
そ
れ
で
此
太
縦
隊
法
征
以
十
八

Z
M数
の
意
味
を
合
み
、
と
州
附
い
て
弘
、
鈴
ら
結
合
加
い
し
な
い
、
つ
ま
J

り
起
は
示
威

現
に
十
字
軍
1
ζ

柄
下
り
れ
て
、
俗
似
が
一
一
一
百
人
-M
り
乗
っ
て
的
好
貨
際
家
は
し
ま
い
と
必
ウ
て
活
文
。

ζ

れ
は
女
王
許

印
刷
I

り
、
航
中
仁
於
て
は
、
体
ホ
判
決
闘
な
ど
b
d
，
股
禁
し
、
白
川

b
で
は
な
(
て
、
常
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
一
般
人
民
は
ま
だ

数
上
の
儀
式
や
規
定
を
窓
く
し
て
、
湖
一
腕
戯
芥
等
を
怠
ら
ま
だ
海
洋
的
精
紳
が
乏
し
く
、
島
闘
技
性
を
股
し
な
い
、

匹
近
況

. 
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今
の
よ
う
に
海
軍
思
想
が
充
分
後
述
し
て
ほ
加
な
が
っ
文
か
然
る
に
大
艦
隊
は
終
に
ゴ
リ
ウ
!
コ
ア
を
殺
し
て
、
ィ

む
や
は

'o安
必
し
て
局
つ
大
。

μ

ギ
リ
ス
ト
ド
玖
潟
市
る
と
い
ふ
線
開
£
得
て
、
イ
ギ
リ
ス
官
民

然
る
に
海
軍
宙
局
者
に
は
、
散
時
先
見
の
あ
る
人
々
が
一
は
乙
h

に
始
め
て
今
瓦
の
如
く
騒
ぎ
出
し
ま
し

-K07ノ

少
く
な
く
、
先
づ
海
軍
記
帥
に
は
ハ
ワ
!
ド

1
4
ブ
の
品
フ
一
ザ
ペ
タ
女
王
か
ら
非
常
な
激
鰍
的
勅
話
、
が
一
F
bま
す
と
、

イ
ン
、
ガ
ム
と
い
ふ
人
が
あ

6
、
そ
の
下
に
ド
レ

i
グ

e-…
3
す
が
に
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
o

人
民
が
守
っ
て
義
弟
兵

ロ
ピ
ヅ
V

ヤ
ア

i
o
ホ
!
キ
シ
λ
@
ジ
}
モ
ア
@
ウ
イ

Y

タ
一
に
加
は
ム
/
、
総
ち
の
・
中
川
ド
五
雨
入
斗
AJ
銭
つ
+
い
の
で
あ
'
り

ー
な
ど
の
豪
傑
が
大
勢
居
ウ
ま
し
た
、
そ
れ
ノ
ヤ
大
一
般
際
の
一
ま
ず
o

然
し
な
が
ら
め
汎
倒
必
と
い
ふ
が
も
の
は
、
非
常
に
資

準
備
が
殆
ん
ど
出
来
犬
、
千
五
百
八
十
七
年
の
冬
ず
の
b
一
い
間
以
い
が
も
の
で
は
あ
6
ま
す
が
、
併
し
愛
凶
必
斗
b
，三ぬ

ま
す
、
英
時
分
ハ
ワ
!
ド
が
、
女
王
仁
向
っ
て
一
の
建
議
一
事
が
貫
け
る
唱
の
で
佐
川
い
、
お
し
彼
の
名
嫡
パ
ル
マ
設
の

を
し
て
、
敵
の
勅
織
を
伺
っ
て
、
…
敵
の
来
る
の
を
待
て
印
刷
一
挙
・
ゐ
大
精
鋭
な
イ
ス
パ
コ
ア
兵
一
一
…
高
月
笠
間
高
人
ペ
イ

な
い
で
、
反
っ
て
此
方
か
ら
艇
際
佐
川
し
て
、
逆
襲
し
て
二
ギ
リ
ス
ヘ
首
起
よ
く
上
陸
し
な
ら
ば
、
訓
織
の
日
比
t
り
な
い

敵
の
機
先
を
制
す
る
乙
と

K
糊
告
し
た
け
れ
ど
号
、
女
王
一
イ
ギ
リ
ス
の
義
国
労
丘
ハ
が
i

幾
ら
愛
閥
必
、
が
強
く
て
が
も
、
ょ

は
そ
れ
を
用

μ
な
か
っ
な
の
で
あ
ー
り
ま
す
。
ソ
ぞ
れ
h

ぐ
り
大
(
く
此
強
敵
に
勝
っ
と
と
が
出
来
な
か
ど
う
か
之
い
ふ

t
は

縦
隊
が
側
々
リ
λ
ポ
ン
を
後
し
大
け
れ
ど
号
、
途
中
で
恭
…
疑
問
で
あ
る
o

地
日
泌
の
場
令
池
宮
紙
抗
は
出
来
な
か
ら
う

印
刷
に
汲
っ
て
、
ゴ
リ
ウ
!
ニ
ア
仁
義
し
、
γ
一
-
と
開
く
と
、
ェ
一
ー
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
あ
t
り
‘
ま
ず
か
ら
、
海
軍
常
局
者
は

リ
ザ
バ
タ
は
、
川
も
は
や
此
遠
征
川
市
会
く
止
け
め
ら
れ
る
で
あ
…
十
分
楽
観
で
は
あ
ん
ま
せ
ん
で
、
献
を
海
上
に
破
っ
て
、

ら
う
4
思
っ
て
、
海
軍
を
縮
小
し
よ
う
と
し
大
が
、
(
ワ
一
一
歩
も
陸
仁
怒
せ
ま
い
と
い
ふ
考
で
、
海
軍
の
像
備
仁
必

i
ド
以
下
が
、
横
カ
反
'
務
し
大
の
で
、
漸
く
そ
れ
配
管
(
行
血
を
位
い
で
、
注
'
り
仁
そ
の
専
に
付
含
政
府
に
治
つ
大
の

し

な

が

っ

北

の

で

御

座

'

り

ま

す

。

、

で

あ

be、
ま
し
犬
。

91 

党
(
狩
A
4
英
吉
利
の
勢
力
は
ど
う
が
と
ム
一
一
口
へ
ば
、
千
百
噸
の
ら
絶
ヘ
守
政
府
に
向
っ
て
、
開
殺
そ
の
他
の
供
給
の
紋
乏

軍
・
艇
が
一
娘
、
千
噸
の
以
一
般
、
そ
の
外
以
ズ
ツ
I
L
下
つ
を
…
一
跡
へ
て
居
2

り
ま
し
北
。

て
凝
る
。
そ
れ
で
イ
ギ
リ
λ
海
軍
の
内
五
百
聞
を
総
へ
て
一
(
十
ν

ほ
泊
る
鍛
は
、
タ
ツ
北
十
四
般
し
か
な
い
、
イ
ス
パ
コ
ア
の
一
大
艦
隊
は
、
盟
陪
秀
お
が
九
州
を
平
定
し
な
天
一
止
五
年
の

方
は
、
五
百
噸
以
上
の
般
が
総
計
五
十
六
般
あ
る
。
允
も
…
匁
年
、
印
ー
弘
前
府
一
千
五
万
八
十
八
年
七
月
十
一
日
に
愈

総
数
は
、
英
士
口
利
の
方
以
百
八
十
二
般
で
あ
っ
た
の
で
あ
一
々
コ
リ
ザ
!
ニ
ア
裕
乞
滋
し
、
何
十
九
日
午
後
凶
時
間
岐
に

t

り
ま
す
わ
ら
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
一
泊
二
十
八
般
に
比
し
て
、
始
め
て
イ
ギ
リ
λ
の
海
山
保
宏
…
秘
め
才
、
し
な
ο
大
艦
隊
は
十

少
し
多
い
綴
で
あ
t
ゾ
ま
す
が
、
小
コ
な
鮒
斗
-
L
4
1、
千
噸
ギ
リ
λ
海
附
仁
入
る
崎
、
大
・
や
十
月
形
の
陣
形
、

ω十
り
日
本

以
上
の
戦
闘
艇
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
レ
七
般
に
針
し
て
伎
に
な
b
r
a
n

，
鶴
賀
、
の
陣
1
ζ

試
U

い
ふ
ぺ
を
陣
形
わ
す
・
作
J

り
、
そ
の
主
力

二
般
し
が
な
い
の
で
御
座
ん
r

ま
ず
か
ら
、
数
字
の
上
で
は
、
は
中
央
に
あ
っ
て
、
一
防
総
の
陀
隊
は
六
乃
琵
・
七
泌
虫

4
ゐ

到
底
扱
抗
す
る
乙
、
と
似
出
来
ぬ
様
仁
丁
一
リ
思
は
れ
ま
す
。

ι，
ま
し
わ
札
。
レ
心
月
二
十
一
日
朝
大
総
隊
は
、
始
め
て
イ
ギ

然
し
少
し
く
立
入
っ
て
調
べ
て
白
川
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
舶
は
リ
λ
の
鍛
際
に
出
曾
び
ま
し
柱
。
つ
ッ
i
ド
は
、
初
ょ
ん
y

快
越
で
、
他
数
が
多
く
て
、
そ
れ
か
ち
乗
込
ん
好
一
漏
る
ww

攻
勢
を
取
'hJ
、
先
づ
敵
の
左
禁
止
戦
び
、
税
仁
し
て
敵
の

・
瓜
・
・
が
'
附
加
の
操
縦
に
議
総
し
て
活
b
、
且
つ
白
閣
の
事
だ
か
北
設
に
出
?
、
そ
の
主
力
を
玖
較
し
、
ま
大
ド
レ
i
グ
@

ら
、
水
の
筏
傑
や
潮
流
を
能
〈
知
っ
て
ほ
泊
る
、
加
之
、
砲
プ
ロ
レ
」
少
V

ア
!
を
し
て
、
一
献
の
右
裂
の
公
一
回
ハ
仁
肉
治
せ

術
が
議
h
v

仁
イ
ス
パ
一
一
ア
人
に
勝
っ
て
印
刷
る
o

恐
が
非
常
し
め
大
。
乙
の
日
の
戦
以
八
時
間
的
似
合
-
ニ
ワ
}
ド
い
少
し

な
川
削
除
モ
御
座
い
ま
す
0

3

λ

り
な
が
ら
物
質
の
供
給
は
十
く
利
宏
符
ま
し
大
。
総
て
戦
闘
の
事
以
今
日
政
省
略
し
て

A
H
4
u
無
い
の
に
は
大
に
閤
難
し
北
。
設
の
時
分
か
ら
枕
に
御
話
致
し
ま
せ
ん
が
、
戦
争
は
と
れ
よ
19
一
週
間
諜
日
々

4

御
用
商
人
の
不
却
な
乙

ιが
少
か
ら
-WJ
あ
っ
て
、
海
続
か
行
以
れ
、
花
が
九
大
総
際
は
兎
角
的
制
闘
を
避
け
て
、
北
ヘ
北

締

l

h

い

，

，

、

側

近

占

t資
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へ
之
進
み
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
常
に
泊
明
感
の
位
俊
を
取
ら
v

の
得
意
の
戦
術
が
行
れ
は
れ
安
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
の
砲
限

設
し

t
。
乙
れ
は
後
に
御
認
す
る
イ
ス
パ
ニ
ア
の
戦
略
わ
に
脳
す
き
れ
、
終
に
原
紙
十
六
般
兵
員
四
千
乃
去
五
千
を

ら
趨
っ
て
事
で
あ
ム
ッ
ゅ
よ
み
y
o
一
失
っ
て
敗
北
し
北
。
イ
ギ
リ
ス
は
乙
れ
に
反
し
て
乙
の
日

大
艦
隊
は
お
月
二
十
必
日
の
腕
仁
プ
」
プ
シ
ス
の
北
方
の
向
一
の
戦
に
一
般
を
も
失
は
な
か
っ
忙
の
で
あ
I

り
を
す
。

山
停
に
あ
み
カ
レ
!
浴
の
い
仰
に
碇
泊
し
食
。
其
夜
ル
ナ
仁
ハ
ワ
一
七
月
三
十
日
ジ
ド
一
一
ア
一
公
は
、
軍
翁
肌
喪
し
、
部
被
紋
乏
し

}
ド
は
火
舶
を
放
も
て
一
献

tZ3し
め
数
般
を
焼
制
限
し
大
。
一
バ
ル
マ
弘
之
紛
絡
を
得
ゐ
と
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
乙
の

翌
朝
二
十
八
臼
仁
宏
'
O
¥

ジ
ド
ニ
ア
は
、
パ
ル
マ
設
が
・
永
一
議
祇
を
会
ぐ
止
る
乙
1
c
.
k
B

し
、
こ
れ
よ
・
・
0
北
海
仁
山
山
で
、

だ
約
束
通
J

り
、
カ
レ
!
の
北
の
ダ
シ
ケ
ル
グ
に
来
て
反
ら
一
ス
ゴ
ヅ
ト
ラ
シ
ド
。
ァ
イ
ル
テ
シ
ド
を
迂
廻
し
て
附
闘
し

ぬ
ζ

と
、
否
来
、
だ
混
浴
加
川
仁
ぷ
u

染
込
ん
で
活
ら
ぬ
乙
と
-K
一
て
締
ふ
乙
1
r
t

一
に
決
し
大
。
然
ゐ
仁
乙
の
殺
の
海
の
様
子
以

知
h
、
グ
テ
ー
プ
リ
y
(
ダ
Y

ケ
ル
グ
の
北
)
の
方
に
向
つ
一
イ
ス
パ
コ
ア
人
が
少
し
dυ

知
っ
て
婦
ら
京
、
勿
論
舶
を
修

女
。
て
の
パ
ル
マ
恐
が
出
航
出
来
な
わ
っ
北
の
は
、
オ
J

プ
一
援
す
る
乙

E
G出
・
米
安
、
が
て
、
加
へ
て
暴
風
に

m合
つ

ン
ダ
の
総
隊
が
ネ

l
f
ル
ア
y
ド
の
海
岸
を
封
窓
'
し
て
ほ
泊
一
大
の
で
、
始
め
あ
っ
北
百
二
十
八
般
の
中
で
節
制
し
大
の

@
e
h叩

@
@
8
0
~

た
わ
ら
で
あ
る
。
二
十
九
日
に
，
有
名
な
グ
テ
ー
プ
リ
y
沖
一
は
、
そ
の
半
数
、
仁
逝
F
歩
、
戦
死
者
及
ば
負
傷
病
気
の
食

。
@

0

~

の
海
戦
が
あ
っ
セ
。
乙
の
日
イ
ス
パ
コ
ア
艦
隊
は
例
の
如
一
め
に
死
ん
だ
者
の
総
数
は
ニ
前
人
に
液
'
り
ま
し
大
。
乙
れ

く
半
月
形
の
陣
形
を
作
l
リ
、
ハ
ワ
i
ド
は
籾
phv
敵
の
中
央
一
仁
一
院
し
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
戦
死
者
二
百
乃
一
京
一
一
一
百
人
に

ー
し
戦
ぴ
、
ド
レ
l
r
e
ブ
ロ
ピ
ツ
ジ
ア
ー
は
一
献
の
左
翼
を
、
一
過
ぎ
歩
、
舶
は
}
般
若
失
以
な
か
っ
北
の
で
あ
』
り
ま
す
o

v
!
モ
ア
ア
@
ウ
イ
ン
タ
ー
は
磁
の
右
翼
を
毅
ぴ
、
大
腿
際
…
(
十
何
)

は中
'a
有
の
翼
よ
t

り
，
次
第
仁
一
勝
治
3
れ
、
陣
形
漸
く
乱
れ
、
以
上
は
大
縦
隊
破
滅
の
戦
況
を
、
極
々
鰭
平
に
述
べ

-t
の

イ
ス
パ
コ
ア
人
は
勇
敢
に
戦
つ
北
が
、
後
に
話
す
様
に
そ
で
ゐ
AJま
す
が
、
乙
の
大
失
敗
、
に
終
つ
大
イ
ス
パ
一
一
ア
側

の
原
闘
を
蹄
究
し
て
見
る
と
一
一
一
ヅ
が
怒
げ
ら
れ
ま
す
。
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
多
少

t
G敵
仁
司
損
害
を
輿
へ
ら
れ

第

一

、

司

令

長

官

の

懸

識

を

誤

つ

北

事

。

ゐ

ζ

よ
し
も
な
か
っ
忙
で
じ
上
う
。
然
る
仁
ま
る
で
様
子
の

第

一

一

、

根

本

戦

略

を

誤

っ

た

事

。

一

一

分

ら

ぬ

大

W
洋
側
を
迂
廻
し
て
締
ゐ
方
が
、
如
何
に
危
険

第
一
一
一
、
得
意
の
戦
術
の
行
は
れ
な
が
っ
文
事
。
一
で
あ
1

り
ま
し
ょ
う
か
。

ζ

れ
が
賊
病
者
の
大
勝
と
で
弘
山
中

A

A

A
凸

(

第
一
仁
、
メ
ジ
ナ
φγ

ド
ニ
ア
は
、
前
に
-
信
感
ペ
セ
通
。
海
一
す
ぺ
を
で
あ
ん
ま
し
ょ
う
。
附
加
し
て
乙
れ
が
矯
め
に
受
け

取
に
W
付
文
る
べ
き
資
絡
の
な
い
人
で
、
初
め
て
織
に
乗
っ
一
文
損
窓
口
は
戦
争
の
損
容
の
数
倍
に
澄
つ
食
の
で
あ
ん
ま
す

一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

o

i

て
隙
ふ
と
と
ど
発
ヘ
セ
濃
の
?
の
で
あ
ん
ま
し
な
o
そ
の
…
第
二
の
戦
略
を
波
つ
北
乙
止
は
、
ζ

れ
は
メ
ヂ
ナ

o
v
ド
コ

パ
ル
マ
会
t
ζ

往
復
し
北
・
す
奈
川
に
操
ゐ
之
、
彼
は
脈
絡
の
場
一
ア
会
の
界
や
は
御
山
政
'
ら
ま
せ
ん
。
プ
イ
リ
ポ
一
一
怯
壬
が
彼

所
等
に
附
を
絶
ヘ
ポ
J

幾
廷
を
し
〈
、
…
の
定
見
ρ
も
な
い
ζ

一
に
下
し
文
・
訓
令
が
根
本
に
・
於
て
問
遺
っ
て
居
る
の
で
御
燦

ー
と
が
分

b
ま
す
。
そ
の
他
の
事
仁
つ
い
て
昔
、
考
が
始
総
一
い
ま
7
0
今
此
訓
令
を
精
し
く
は
御
話
出
来
ま
せ
ん
が
i

グ
ア
ノ
¥
し
て
印
刷
て
、
自
己
の
い
政
経
験
わ
ら
し
て
、
自
信
了
ぞ
の
中
の
市
立
紡
だ
け
を
か
い
摘
ん
で
巾
し
ま
す
よ
し
ベ
大
般

カ
の
乏
し
が
つ
き
ι
と
も
分
ん
す
、
す
。
グ
ラ
!
プ
リ
ン
の
一
段
の
任
務
と
い
ふ

q
の
は
、
ネ
l
Jア
ル
テ
y

ド
南
部
に
行

抑
制
で
、
随
分
捕
般
を
受
け
食
に
せ
よ
、
未
だ
イ
ギ
リ
ス
館
一
っ
て
、
設
蕗
仁
あ
る
パ
ル
マ
及
川
I
C
聯
絡
を
渇
b
て
、
パ
ル
'

際
ょ
・
0
議
が
に
傑
勢
で
あ
み
の
に
、
忽
ち
議
従
を
忠
ぴ
止
一
マ
一
公
の
軍
が
采
込
ひ
山
地
浴
飢
加
を
援
諮
し
て
、
イ
ギ
リ
λ

に、

ふ
と
い
ふ
も
一
郎
ブ
心
身
加
で
あ
る
o
然
し
陥
闘
す
る
と
し
て
一
波
ん
¥
た
れ
を
上
陸
3
せ
て
、
且
つ
艦
隊
中
に
あ
る
路
兵

弘
、
何
故
イ
ギ
リ
λ
海
峡
を
碍
ば
滋
過
し
て
怒
ら
な
か
っ
一
六
千
人
を
パ
ル
マ
爪
刊
に
波
し
、
北
(
後
は
、
ネ
i
Jアル一一アン

な
で
し
ょ
う
が
、
例
へ
一
献
に
多
少
打
般
を
受
け
る
と
し
て
)
ド
と
、
バ
ル
マ
公
と
の
交
滋
の
勝
絡
を
保
つ
可
く
、
総
隊

号
、
注
税
強
ト
ー
し
く
も
ゐ
I

り
ま
す
ま
い
最
徴
的
刊
の
あ
っ
北
グ
は
出
来
得
可
く
ば
、
ィ
ギ
り
λ

の
海
軍
I
C
-

戦
ふ
と
と
を
謎
一

閃

プ

l
f
u
j
y
の
械
で
唱
十
六
般
を
失
ふ
に
滋
ぎ
な
か
っ
北
け
よ
し

2
・
い
ふ
と
と
で
御
感
ム
ノ
ま
す
。
、
そ
れ
な
九
ブ
イ
リ
，

議

繍

湖
沼
九



円、

被
γ

ω
一
ポ
一
一
一
世
以
、
自
分
の
般
際
が
、
ー
と
て
な
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
敵
い
か
め
い
わ
れ
J

料
、
併
な
ぺ
し
此
迷
宮
は
去
の
許
可
を
得

せ
ぬ
t
ζ

者
へ
で
印
刷
食
か
之
い
ふ

ι、
決
し
て
そ
う
で
は
な
な
か
っ

t
o
mじ
て

γ

ド二十
a

誌
に
は
、
終
仁
か
L
る
炊

い
。
訓
令
中
に
活
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
は
怖
る
、
に
足
ら
ぬ
、
般
的
精
紳
が
な
が
っ
大
の
で
み
ん
ま
ず
。

と
、
般
か
に
云
っ
て
居
る
o
か
や
う
に
‘
敵
を
劣
勢
I
F
L

認
め
な
…
め
九
一
か
船
酔
伽
酔
仙
川
刊
作
山
ふ
が
い
与
が

Z
い
ふ
の
は
、
一

が
ち
と
れ
を
駿
減
せ
下
、
成
る
可
〈
戦
闘
を
避
け
る
と
い
一

Jq
ス
パ
コ
ア
人
の
終
意
な
の
は
、
.
一
献
の
焔
仁
乗
込
ん
で
、

ふ
の
は
λ

現
今
の
最
が
刀
滋
ん
だ
海
軍
戦
略
か
ら
見
る
I

乙
拡
一
一
知
兵
4

献
に
間
?
?
」
と
で
あ
ん
ま
す
。
レ
パ

Y

ト
¢
市
川
械
で

、
だ
誤
っ
て
印
刷
ソ
心
。

ωも
今
な
ら
ば
、
先
づ
散
の
海
軍
配
般
市
一
号
ζ

め
乗
込
戦
件
、
勝
つ
忙
の
で
ふ
ん
f

オ
ナ
o
然
じ
ζ

れ
以
、

破
し
て
)
榔
上
を
会
く
制
し
て
、
然
る
後
に
我
陸
軍
を
よ
…
玄
に
彼
の
が
レ
i
t
L
い
つ
ず
奴
隷
に
階
が
せ
る
舶
の
的
引
に

際
司
、
び
せ
る
な
l

り
、
後
方
の
脈
絡
子
一
保
つ
な
ん
す
'
る
の
が
、
一
行
は
れ
文
の
で
あ
ん
ま
す
。
然
る
に
今
以
段
々
胤
帆
加
が

最
活
安
会
な
方
訟
で
わ
る
。
然
る
に
イ
ス
パ
ニ
ア
の
策
が
一
行
は
れ
る
綴
仁
な
ん
、
立
大
政
術
が
滋
ん
モ
来
λH枇
W
J
ず
わ

之
、
に
出
，
で
な
か
っ
、
花
の
は
、
訪
t
り
悔

w一・4Y-
只
際
軍
を
総
一
ん
ま
し
大
。
郎
ゆ
-h
，
戦
術
上
仁
務
化
ナ
ど
却
す
べ
き
叫
仰
と
な
っ

恋
ず
る
治
共
と
し
か
凡
て
印
刷
ら
ぬ
、
ま
だ
戦
略
の
後
述
し
一
ぐ
印
刷
ん
を
す
。
然
ふ
じ
イ
ギ
リ
ス
人
以
と
の
風
収
納
を
動

な
か
っ
大
幼
稚
な
時
で
あ
っ
花
か
ら
で
あ
ん
ま
す
、
コ
ナ
一
か
す
と
よ
」
が
上
手
で
、
立
花
ぬ
術
が
巧
妙
で
あ
っ
社
。
イ

が
に
イ
ス
パ
コ
ア
の
海
軍
仁
名
、
然
る
ぺ
を
将
校
が
居
北
…
ス
バ
コ
ア
人
は
乗
込
戦
以
得
意
で
ふ
る
が
、
制
川
帆
約i
の
撚

わ
ら
ζ

の
訓
A

切
の
ゆ
日
一
し
く
な
い
と
え
を
俗
AJ
、
メ
ヂ
ナ
@
ジ
ケ
縦
が
仙
川
/whdemL
上
仁
、
ぬ
鍛
引
が
常
に
撚
準
を
外
し
て
、
開

ド
ニ
ア
会
仁
怒
っ
北
ρ
も
の
と
見
え
て
、

γ
ド
一
一
ア
砕
か
ら
…
九
が
高
く
飛
・
ぴ
汲
吉
ゐ
の
ポ
¥
鈴
h
敵
仁
損
得
を
山
県
へ
ま

主
に
向
っ
て
抗
議
を
巾
込
ん
で
阿
川
t

り
ま
す
。
と
の
恕
凸
一
日
に
戸
せ
ん
。
そ
れ
故
と
の
役
仁
於
て
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
人
以
常

、

、

、

、

、

、

官

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ー

けの
J
W
吋
い
味
。
川
一
暢
情
味
J
札幌，
t
巾
崎
引
ぺ
い
え
帆
寸
峨
峨
仁
一
除
焔
に
近
づ
い
て
、
一
巡

b
仁
策
込
を
企
て
る
け
れ
ど
号
、

し
て
然
る
後
vh
降
獄
を
総
浴
し
よ
う
1
C
憎
い
ふ
と
と
を
山
'
出
イ
ギ
リ
ス
入
除
、
注
々

t
寄
せ
附
け
て
慨
を
な
が
ち
、
巧
み

関
山
ハ

O

、，

A 一一J
」

a 

p ， ，‘ 

LL; 

に
舶
を
操
縦
し
て
、
乗
込
せ
な
い
で
、
J

釣
瓶
打
に
豆
、
総
な

地
獄
を
浴
せ
か
け
文
の
で
、
一
一
ア
入
一
は
、
必
は
矢

竹
に
は
や
っ
て
号
、

‘;:::JJJiJS 

識
を
悶
い
て
落
勝
し
な
が
ら
母
、
斯
う
言
っ
て
自
ら
慰
め

、
花
、
。
っ
誠
仁
是
拡
大
不
幸
，
で
あ
っ
大
O

併
し
乍
ら
M
A

与
は
大
風

子
を
笠
く
し
て
敵
の
際
的
と
な
る
の
?
の
匁
に
木
の
枝
川
川
、
折
れ
-wk
ゃ
う
攻
唱
の
で
あ
る
、
紳
が
粋

で
あ
る
が
ら
一
、
軍
鼠
拡
大
仁
川
山
氏
し
大
の
叫
に
あ
J

り
ま
す
。
プ
グ
ぶ
京
会
に
し
て
置
い
て
下
当
る
問
は
枝
川
が
ま
食
生
与
え
る
で

凡
そ
自
己
が
必
勝
の
秩
と
深
く
自
信
し
て
居
る
鮎
が
無
効
一
あ
ら
う
し
然
し
折
れ
北
の
が
小
w
d

い
枚
な
む
げ
貨
い
が
九
大

に
な
る
松
、
一
単
の
ω
泌
を
落
3
叶
る
ζ

と
は
な
い
の
で
、
一
を
な
枚
、
が
折
れ
ふ
と
、
幹
泌
n
i京
ヘ
中
止
Hに
は
印
刷
ち
ぬ
。
此
幼

虫
臼
わ
ら
名
物
W
、
が
敵
に
非
常
な
打
般
を
山
県
ヘ
ょ
う
よ
」
ず
る
時
一
令
は
一
武
仁
幹
を
求
ヘ
コ
せ
ゐ
税
の
損
害
，
で
ゐ
つ
北
。
表
~

仁
川
以
、
散
の
得
怠
な
所
、
ど
挫
い
て
、

ζ

れ
ど
ん
徽
狽
せ
し
め
一
始
日
間
花
。
じ
ん
い
や
骨
子
か
ん
い
併
が
わ
ハ
¥
い
わ
ん
…
山
れ
わ

、li
・
ぅ
・
4
h
v
u
I
J

・
l

ム
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
.

i

ι

'

て
ど
・
て
み
江
川
聞
が
わ
殺
を
加
へ
る
例
が
随
分
あ
1

り
ま
す
。
ζ

一
一
刀
一
%
ん
柄
上
自
民
せ
し
め
た
か
ち
で
、
一
万
糸
制
強
h
v仇
w
・資制問

の
大
鑑
際
の
敗
北
仁

G
縮
か
に
が
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
士
一
お

μト
一
も
み
ふ
o

の

モ

御

殿

'

う

ま

ナ

。

…

と

れ

に

反

し

て

、

総

て

の

新

一

獄

図

口

邦

政

、

大

削

除

m破
滅

(

士

一

)

一

の

殺

を

得

て

、

大

幾

勢

含

出

し

-to
門
戸
川
が
叫
に
は
ん

γ

斯
の
如
ミ
し
て
、
非
常
に
昭
一
を
射
せ
ら
れ
、
花
火
縦
隊
は
一
リ
一
一
一
社
ベ
ギ
i
J八
会
を
総
殺
し
、
そ
の
徒
の
復
仇
上
川
治

会
く
破
滅
3
れ
終
つ
北
が
、
共
結
果
は
如
何
、
是
は
巾
す
給
二
れ
新
殺
の
瓦
魁
の
彼
の
プ
ル
ボ
シ
山
本
の
へ

VJY
の
所
へ
泌

が
も
な
く
~
イ
ス
パ
コ
ア
が
閥
カ
を
傾
け
て
起
し
北
大
悲
の
一
げ
て
入
つ
、
北
が
、
主
川
市
終
に
替
数
徒
の
潟
め
に
時
殺
な
れ

失
敗
で
あ
る
、
、
そ
の
財
カ
災
伏
兵
力
の
上
に
輿
へ
大
打
懲
一
大
の
で
、
彼
の
へ

y
u
J
が
主
と
な
っ
て
、
へ
シ
リ
問
山
川

ι

除
法
ガ
常
に
大
を
か
っ
北
の
で
一
御
感

b
ま
す
。
イ
ス
パ
コ
ア

P

獄
し
、
欝
殺
徒
を
攻
め
-
花
。
イ
ツ
ハ
バ
コ
ア
松
、
乙
れ
わ
yw
援

の
粒
選
1

り
の
奴
が
二
前
人
も
死
ん
だ
の
で
あ
f

り
ま
ず
か
ら
-
け
皮
〈
唱
兵
力
が
不
足
で
あ
る
か
ら
、

非
常
な
滞
納
陪
に
相
逮
ゐ
ト
り
ま
せ
ん
O

ブ
イ
d

リ
ポ
ニ
世
以
此
に
あ
る
パ
ル
マ
拾
が
し
し
て
、

ゆ
淵

イ
ス
パ

95 

ネ
!
デ
ル
ヲ
ン
ド

ブ
ラ
シ
ス
の
箆
敢
徒
会
助
け

凶
六
日

総

1
i
 

J

Z

X

 -. 
、hJJ
1
 ドヤ



詰t

d芝、

06 

オ
一
ア
ン
ダ
の
一
税
収
同
オ
フ
ン
ヲ
ウ
恐

モ
l

，J
λ
(
ウ
イ
ル
レ
ム
一
祉
の
子
)
川
川
、
述
。
に
ネ
!
デ
ル

J
7
Y

ド
モ
勝
を
俳
文
。
が
よ
ラ
に
一
方
k
押
へ
れ
ば
一
方

が
起
る
の
で
、
イ
ス
バ
ニ
ア
は
海
A
W
に
疲
れ
る
の
み
で
、

資
力
が
不
足
す
る
o

そ
の
中
パ
ル

γ
一
公
が
死
ん
で
、
乙
れ

仁
代
る
ぺ
九
戸
一
名
絡
が
な
い
。
時
、
り
れ
げ
千
五
百
八
十
八
年
六

月
一
頃
仁
は
、
イ
λ

パ
コ
ア
の
目
的
が
九
分
九
版
・
ま
す
、
賞

わ
れ
わ
tn
つ
北
の
に
、
レ
七
月
末
に
大
鍛
隊
の
遠
征
、
が
不
成

功
に
終
ふ
と
、
商
事
が
破
壊
3
れ
て
仕
舞
っ
た
の
で
あ
y

り

ま
す
。
イ
ス
パ
コ
ア
は
紙
数
撲
滅
、
が
行
は
れ
な
く
な
っ
忙

許
Y
9
4
v
な
く
、
自
泌
が
物
質
的
反
ぴ
粉
紳
的
に
衰
弱
し
始

め
北
の
で
あ
I

り
ま
す
。

一
方
に
ブ
ラ
シ
ス
は
ま
ず
ノ
¥
疎
ん
に
な
b
、
後
L
F

イ

λ

十
問
恢
時
代
仁
川
μ
、
1
4
I
H
Y
パ
を
膝
す
'
る
や
、
う
に
な

l

り
す
、
し
な
の
昔
、
北
…
方
仁
イ
ギ
リ
ス
と
オ
フ
ン
〆
と
は
、

乙
れ
よ
ら
海
事
上
仁
大
議
決
を
し
大
の
で
あ
f

り
ま
す
。
特

い
ト
才
一
プ
ン
ダ
は
、
イ
ス
パ
コ
ア
仁
代
っ
て
、
一
時
海
上
の

ww王
と
な
ー
ヘ
イ
ス
パ
ニ
ア
、
ボ
ル
ト
が
ル
の
領
土
を
ド

ジ
ノ
¥
奪
」
取
b
ま
し
大
。
イ
ギ
リ
ス
は
海
事
上
初
は
オ
テ

役
。
そ
の
留
守
中
広
、

iE 

芸民

線

教
育
史
上
の
自
然
主
義

三gj

石

田

新

太

郎

， 
、'.寸、

本
編
は
モ

V

ロィ
l

民
数
有
史
の
一
一
節
を
録
し
た
る
告
の
山
也
・
セ

V

ロ
'
の
敬

育
史
は
品
間
口
比
一
英
女
税
背
出
人
中
の
白
川
た
る
の
み
な

b
ず
著
限
結
構
の
織
に

於
て
他
に
殆
ど
比
獄
な
き
の
一
良
書
と
消
ふ
ペ

L
議
比
は
殺
有
史
上
よ
り
ル

1
y
ー
を
見
て
自
然
主
義
運
動
の
情
伎
を
愉
じ
そ
が
後
代
の
敬
宵
思
議
及

樹
氏
際
に
及
ぼ
し
た
る
諸
駄
を
明
細
に
認
識
L
た
あ
な
り

従
来
の
滋
劾
及
げ
蛍
時
代
と
此
主
義
と
の
閥
係
。
数
育
史

上
に
於
け
る
自
然
主
義
の
漣
動
以
共
関
係
の
重
大
に
し
て

影
響
の
傑
大
な
よ
り
し
事
交
遊
復
興
の
漣
勤
に
譲
ら
安
、
実

務
復
興
に
よ
J

り
て
滋
践
し
来
b
t
る
思
想
印
も
一
説
育
は

書
絡
を
研
究
し
且
つ
叉
諸
形
式
に
漣
達
す
る
に
あ
I

り
し
と

の
滋
育
概
念
を
打
破
し
な
み
も
の
な

b
i
然
れ
ど
M
u
思
想

界
じ
於
け
る
自
然
主
義
の
認
効
は
教
育
方
面
の
運
動
に
比

し
て
迩
め
に
慶
大
な
る
喝
の
あ
卜

In--れば
此
旋
大
な
る
知

雑
F

餓
J

を

• 

」-
• 、

，
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問
大

y
ダ
に
及
ば
な
わ
っ
花
、
烈
し
く
乙
れ
と
競
争
し
、
終
に

は
オ
テ
ン
〆
を
凌
駕
し
)
プ
ラ
ン
ス
を
邸
側
し
、
十
九
恥

犯
の
世
界
政
策

-r殆
ん
ど
濁
占
し
た
乙
と
は
、
総
演
の
4

初

一
に
巾
・
し
み
払
滋
'
り
で
あ
I

り
ま
す
。
要
す
る
に
大
殿
際
破
滅
は
、

世
界
の
運
命
を
仇
す
る
大
事
件
で
あ
s

・
り
ま
し
柱
。
な
ほ
巾

し
殺
し
れ
ι
ζ

、
と
は
多
々
ゐ
F

り
ま
す
が
、
何
分
俄
ム
ツ
長
く
な

よ
リ
ま
ず
か
ら
、
今
日
は
乙
れ
で
終
f

り
と
致
し
ま
す
(
拍
手
)
0

-3'Le--
‘，a
J
 

、一・1
p

a

一、
，九3
3
2

‘.q
 

識
問
介
及
枇
合
的
方
耐
に
於
け
る
運
動
の
鼠
ハ
相
を
明
か
に
し

て
始
め
て
教
育
界
の
方
面
を
知
識
ナ
る
事
を
得
ペ
し
。

第
十
レ
七
世
組
の
後
部
t
ζ

第
十
八
世
紀
の
大
学
と
に
於
て

は
生
命
な
を
形
式
主
義
宗
数
道
徳
の
方
面
に
川
収
蔵
し
た
る

が
故
に
之
仁
封
ず
る
反
動
と
し
て
英
闘
に
於
て
は
か
の
締

激
徒
濁
逃
に
於
て
は
散
廃
液
倒
閣
に
於
て
は
グ
ヤ
シ
セ
ン

一
次
の
混
抗
生
を
来
、
文
せ
I

り
、
然
れ
ど
は
此
等
の
漣
動
以
何
れ

が
も
英
理
想
中
口
同
ぎ
に
失
し
之
れ
を
ザ
現
ず
る
事
能
は
ヵ
c

j

り
し

が
北
め
、
自
ら
亦
形
式
主
義
に
問
。
校
J
Q
/

、
是
，
に
於
℃
交
感

及
祉
交
上
に
偽
善
的
合
一
口
僻
姐
ム
ツ
に
流
行
じ
、
之
れ
が
反
国

に
は
較
跳
浮
華
の
気
風
駿
々
と
し
て
務
総
せ
L
り
‘
倒
閣
に

於
て
は
政
府
批
舎
一
丹
び
昔
日
の
勢
力
を
保
会
し
、
閲
兵
の

恩
納
ω
行
潟
の
上
に
最
も
酷
烈
な
る
抑
勝
一
を
加
ヘ
、
山
片
品
情
叉

は
枇
舎
の
様
カ
に
謝
し
て
疑
問
k
挑
む
も
の
は
治
容
及
異

端
容
問
の
絡
に
よ

b
て
所
持
し
、
所
網
開
邪
，
越
に
統
ソ
-
Q
K
B
1
1

の
を
戒
め
た
・
夕
、
貴
校
は
亦
一
止
殺
の
教
義
に
均
し
て
最
毛

深
厚
な
る
忠
義
を
恋
し
之
れ
仁
よ
っ
て
赦
罪
の
恩
典
を
紫

、
.
ゥ
ぬ
、
・
社
織
な
ゐ
儀
式
華
麗
な
る
外
飾
仁
よ
ウ
て
滋
徳
の
バ

腐
敗
内
面
の
邪
惑
を
稜
蔽
し
壮
舎
の
儀
式
を
般
に
し
、
官

‘ 
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